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● 特 集 ATRの知能 ロ ボ テ ィ  ク ス 技 術

ロ ボ ッ ト の 時 代 に 向 か っ て

ロ ボ ッ ト が ネ ッ ト ワ ー ク にっな が っ て

僕 た ち の 生 活 に 飛 び 出 て く る 。

ヒ ュ ー マ ノ イ ド ・ ブ レ イ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト

ー ア ト ム 計 画 の 実 現 を 目 指 し て 一

ユ ビ キ 夕 ス 知 能 ロ ボ テ ィ ク ス

新 し い 情 報 基 盤 と し て の 日 常 活 動 型 ロ ボ ッ  ト

心 が 通 う ロ ボ ッ ト と の 音 声 イ ン 夕 フ ェ ー ス の 実 現 に む け て

サ イ バー ・ ロ ー デ ン ト 一 自 己 保 存 し 自 己 複 製 す る ロ ボ ッ ト

● 技 術 リ ェ ゾ ン セ ン タ か ら
「A T R パー ト ナ 一 制 度 l の 平 成 1 5 年 度 入 会 の ご 案 内

● 特 許 紹 介

● ト ピ ッ ク ス

● 所 員 往 来

● 受 賞 等

● 編 集 後 記
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ロボ ッ トの時代に向かって

最 近 我 が 国 で は 、  ロ ボ ッ  ト への期待感が非常に

高 ま っ て い る 。 そ こ で 、 創 立 以 来 十 数 年 、 人 工 知

能 か ら 様 々 な 形 の ヒ ュ ー マ ン ・ イ ン タ フ ェ ー ス に

至 る ま で 、  ロ ボ ッ ト に 必 要 な 基 礎 研 究 ・ 要 素 技 術

な ど の 幅 広 い 研 究 は も と よ り 、  い く っ か の ロ ボ ッ  ト を 実 際 に 創 り 出 し て い る A T R も 、  ロ ボ ッ  ト の 特 集 号 を

改 め て 組 む こ と に な っ た 。

経 済 の 不 振 を 始 め と し て 、  社 会 生 活 に 重 普 し ぃ 沈 滞 感 が 圧 し 掛 か る 我 が 国 で は 、  そ こ か ら 抜 け 出 す  ( ワ ー

プ す る )  た め の 希 望 の 星 と し て 、  9 0 年 代 頃 か ら 、  科 学 ・ 技 術 に 大 き な 期 待 が 掛 け ら れ て い る か に み え る 。

し か し 、 総 論 で は 基 礎 研 究 が 重 要 だ と 言 い な が ら 、 い ざ 金 を 出 す 段 階 に な る と 、 実 用 化 ・ 産 業 化 ・ ス グ 役

に 立 つ も の ・ 収 益 に 繋 が る も の ・ ・ ・ と 本 音 が 出 て く る 。 い ず れ そ の う ち に 、  あ ん な に 金 を っ ぎ 込 ん だ の

に 、  ち ゃ ん と し た 成 果 が 出 な い な ど と い う こ と を 主 張 し 出 す 者 が 出 て く る に 違 い な ぃ 。 科 学 ・ 技 術 に お け

る 我 が 国 最 大 の 問 題 は 、  戦 後 半 世 紀 以 上 に 亘 つ て 、  国 が R & D に 十 分 な 投 資 を し て こ な か っ た こ と で あ る 。

金 は 決 心 す れ ば ス グ 增 や せ る が 、  人 材 は 急 に は 育 た な い 。 今 そ の 半 世 紀 の 間 に 溜 ま っ た ッ ケ を 払 つ て い る

の で あ る 。

こ の 調 子 で は 今 の ロ ボ ッ ト ・ ブー ム の バ ン ド ワ ゴ ン も す ぐ に 通 り 過 ぎ て 、 熱 が 冷 め る の で は な ぃ か と ぃ

う 懸 念 も あ る 。 何 し ろ 素 人 の 私 ( と 言 う と 奇 異 に 感 じ る 人 も ぃ る か も し れ な ぃ が 、 実 は 本 当 ) か ら み て も 、

ロ ボ ッ ト は マ ダ マ ダ 子 供 騙 し の レ ベ ル に あ る 。 本 当 に 役 に 立 つ も の が で き る ま で に は 、 か な り の 努 力 と 時

間 が 必 要 で あ ろ う 。 研 究 ・ 開 発 の 立 場 か ら 見 る と 、  そ れ は 大 変 や り が い の あ る こ と で あ る 。  ま た や は り 、

ロ ボ ッ ト に は 将 来 様 々 な 、  幅 広 い 利 用 の 可 能 性 が あ る と 期 待 さ れ る 。  い や そ れ 以 上 に 、  今 我 々 が 気 づ い て

い な い ポ テ ン シ ャ ル の 方 が 高 い の で は な い か 、  と 感 じ て い る 。 社 会 と 言 う ょ り 、 普 通 の 人 間 が 多 数 、 直 接

係 る も の に は 、 期 待 以 上 の 、 思 わ ぬ 効 果 や 飛 躍 や 展 開 が 起 こ る こ と が 、 最 近 の い わ ゆ る I T の 一 部 ( イ ン タ ー

ネ ッ ト 、 携 帯 電 話 ・ ・ ・ ) に 纏 わ る 様 々 な 状 況 を 見 る と 実 感 さ れ る 。 そ の よ う な こ と が 起 こ る 時 に は 、 優

れ た 技 術 が 生 き 残 る と は 限 ら な ぃ と い う 現 象 も 出 て く る 。  し か し 、 そ こ へ 至 る に は 優 れ た 技 術 が 不 可 欠 な

の で あ る 。 ロ ボ ッ ト にっい て は 、 今 我 々 は そ の 入 り 口 の 段 階 に い る と 思 わ れ る 。

ロ ボ ッ ト を 大 き く メ カ ・ ロ ボ ッ ト と コ ム  ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン )  ・ ロ ボ ッ ト に 分 け る と 、 A T R は コ ム ・

ロ ボ ッ ト の 分 野 で 、  そ の 研 究 の レ ベ ル の 高 さ は も ち ろ ん 、 幅 の 広 さ で も 、 我 が 国 は も と よ り 、 世 界 で ト ッ

プ の 位 置 に あ る と 自 負 し て い る 。  今 後 さ ら に こ の 分 野 の 研 究 に 積 極 的 に 力 を 入 れ 、  そ の 発 展 に 寄 与 す る た

め 、 昨 年 1 0 月  「知 能 ロ ボ テ ィ ク ス 研 究 所」 を 発 足 さ せ た 。  ま た 、 人 間 の 脳 機 能 の 解 明 や 人 工 知 能 を 中 心 と

す る 研 究 を 行 う  「脳 情 報 研 究 所」 を 近 く 独 立 さ せ る 予 定 で あ る 。 将 来 ロ ボ ッ ト が 様 々 な 場 面 で 活 躍 す る と

す れ ば 、 そ れ は や は り メ カ ・ ロ ボ ッ ト と コ ム ・ ロ ボ ッ ト の 技 術 が よ り 一 層 融 合 し た も の で あ ろ う 。 そ の た

め に は 、  外 部 と の 連 携 が 重 要 で あ る 。  既 に 幾 つ か の 企 業 や 研 究 機 関 と の 協 力 や 共 同 研 究 を 始 め て い る 。  さ

ら に 、 将 来 ロ ボ ッ ト が 人 々 の ニ ー ズ に 応 え 、 本 当 に 役 に 立 つ と 認 め ら れ 、 受 け 入 れ ら れ 、 違 和 感 無 く 使 わ

れ 、 社 会 に 溶 け 込 む た め に は 、 一 部 マ ニ ア で は な く 、 広 く 人 々 の 、 敢 え て 言 え ば 一 般 大 衆 の 、 ニ ー ズ や 期

待 に 応 え 、 そ れ ら 普 通 の 人 々 が 自 由 自 在 に 使 え る よ う な も の に な ら な け れ ば な ら な い 。 そ の た め の 方 向 を

間 違 い な く 見 定 め る た め に 、  A T R は 大 都 会 の 、  し か も 人 の 動 き の 激 し ぃ 場 所 に 、  誰 で も が 自 由 に 気 楽 に 出

入 り で き る ア ン テ ナ ・ ラ ボ を 開 く こ と を 考 え て い る 。

私 も こ の ロ ボ ッ ト  ・ ブー ム に一度 だ け 騙 さ れ て み よ う と 思 つ て い る 。

株式会社国際電気通信

基礎技術研究所

代 表 取 締 役 社 長
フゴノ

春野 信 義
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口 ボ ッ ト が ネッ ト ワーク につな がって

僕 た ちの生活に飛び出てくる。

総務省情報通信政策局

ロ ボ ッ ト と ュビ キ タ ス ネ ッ ト ワ ー ク 研究推進室長

ロ ボ ッ ト 技 術 は 、 我 が 国 の フ ラ ッ グ シ ッ プ ・ テ 渡辺 克也
ク ノ ロ ジ ー の 一 つ で す 。 事 実 、 産 業 用 ロ ボ ッ ト 分

野 に お い て は 、  日 本 製 が 世 界 の 約 6 割 を 占 め 、  世

界 を 席 巻 し て い る 状 況 に あ り ま す 。  し か し 、  産 業 規 模 は 平 成 1 2 年  (2000年) で は 6 , 4 7 5 億 円  (生産額)、 平

成 1 3 年 ( 2 0 0 1 年 ) で は 4 , 0 6 4 億 円 ( 生 産 額 )  と 減 少 傾 向 に あ り 、 近 年 の 国 内 の 不 況 に よ る 設 備 投 資 削 減 や

ロ ボ ッ ト 単 価 の 値 下 が り 、  さ ら に 生 産 工 場 の 海 外 移 転 の 問 題 な ど か ら 、  厳 し い 状 況 に な っ て い る の も 実 情

で あ り ま す 。

一方、 現 在 、  ユ ビ キ タ ス ネ ッ  ト ワ ー ク 社 会 の 早 期 実 現 に 向 け て 、  産 学 官 で の 種 々 の 取 組 が 行 わ れ て い ま

す 。 ネ ッ ト ワ ー ク の 一 層 の 高 度 化 ・ 高 機 能 化 が 進 展 す る 中 で 、 一 つ の 端 末 に と ら わ れ ず 、  い つ で も ど こ で

も あ ら ゆ る も の が 接 続 で き る 、 十 分 な 伝 送 容 量 を 備 え た ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 が 実 現 さ れ る 社 会 一 そ れ が 「ユ

ビ キ 夕 ス ネ ッ  ト ワ ー ク 社 会」 です。

ユ ビ キ 夕 ス ネ ッ  ト ワ ー ク が 、  家 庭 や オ フ イ ス で の 利 用 が 期 待 さ れ る パー ソ ナ ル ロ ボ ッ  ト や 業 務 用 ロ ボ ッ

ト 等 と っ な が る  (「 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト 」) こ と に よ り 何 が お き る の か ?  単 に ロ ボ ッ ト が 高 性 能 化 す

る だ け で な く 、 新 た な ラ イ フ ス タ イ ル が 創 出 さ れ 、 高 齢 化 ・ 医 療 介 護 間 題 等 の 様 々 な 社 会 的 問 題への対応

が 図 ら れ る ば か り で な く 、 2 1 世 紀 の 日 本 発 新 I T 社 会 の 構 築 に も 貢 献 し て い く 。 「 ロ ボ ッ ト」 と 「ユビキタ

ス ネ ッ ト ワ ー ク」 と ぃ う 日 本 の 2 つ の フ ラ ッ グ シ ッ プ ・ テ ク ノ ロ ジ ー の ド ッ キ ン グ 。 こ の 融 合 は 、  日 本 の I T

社 会 に と っ て も 大 き な 起 爆 剤 に な る 可 能 性 を 持 つ て い る と 思 つ て い ま す 。

ネ ッ ト ワ ー ク ・ 口 ボ ッ ト の 世 界

ロ ボ ッ ト がュ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワ ー ク と っ な が る こ と に よ り 、  ど の よ う な 変 化 が あ る の か 。  ロ ボ ッ ト が 自

ら 欲 し ぃ 情 幸 l 1 を ネ ッ ト ワ ー ク か ら 探 すェ ー ジ ェ ン ト ロ ボ ッ ト に な っ た り 、 ユ ー ザー フ レ ン ド リ ー な ネ ッ ト

ワ ー ク ・ ヒ ュ ー マ ン ・ イ ン 夕 フ ェ ー ス を 備 え た 「情 報 端 末」 に 、  ま た 、 様 々 なュ ビ キ 夕 ス ・ ア プ ラ イ ァ ン

ス が ロ ボ ッ ト に 。 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 見 れ ば 、  ヒ ュ ー マ ノ イ ド だ け で は な い 、 3 次 元 バー チ ャ ル な も の も 情 報

家 電 も 、 部 屋 も 都 市 空 間 も ロ ボ ッ ト に な る 。 そ れ が 「ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト 」 の 世 界 だ と 思 い ま す 。

そ の 実 現 の 大 き な 鍵 は 、 ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ヮ ー ク と ロ ボ ッ ト を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 の 研 究 開 発 、 標 準

化 で あ り ま す 。 欧 米 に お い て も 産 学 官 に よ る 様 々 な プ ロ ジ ェ ク ト が 積 極 的 に 推 進 さ れ て お り ま す 。 そ の 流

れ の 中 で 、  日 本 が 世 界 に 先 駆 け て 、  ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト の 分 野 で 、 世 界 を リ ー ド す る コ ア 技 術 を 確 立

す る こ と が 急 務 で あ る こ と か ら 、 総 務 省 で は 、  「ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト 技 術 に 関 す る 調 査 研 究 会」 を 平 成

1 4 年 ( 2 0 0 2 年 )  1 2 月 か ら 開 催 し 、  ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト の 将 来 イ メ ー ジ を 明 確 化 す る と と も に 、 取 り 組

む べ き 研 究 開 発 課 題 ・ 標 準 化 課 題 、 実 現 に よ る 社 会 的 ・ 経 済 的 効 果 、 実 現 の た め の 推 進 方 策 等 、  い わ ば

「ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト 実 現 に 向 け た 日 本 戦 略」 策 定 へ の 処 方 箋 作 り を 行 つ て お り ま す 。

ネ ッ  ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ  トの実現に向けて

ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト の 実 現 は 、 家 庭 や オ フ イ ス な ど の 社 会 生 活 ス 夕 イ ル が イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 さ れ 、

高 齢 者 ・ 医 療 介 護 問 題 等 、 様 々 な 社 会 的 課 題 に 寄 与 す る だ け で な く 、 2 1 世 紀 の 新 た な ビ ジ ネ ス 創 出 等 、  ロ

ボ ッ ト と 生 活 す る 新 た な ラ イ フ ス 夕 イ ル の 実 現 へ の 推 進 剤 に な る も の と 思 つ て い ま す 。 ま た 、 そ の 取 り 組

み は 、  ま さ し く 今 始 ま ろ う と し て い ま す 。  し か し な が ら 、 具 体 的 な 研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト を 中 核 に 、 「研 究

開 発」、 「環 境 整 備」、 「国 際 的 な 協 調 の 推 進」 と 、 取 り 組 む べ き 方 策 は 数 多 く 、 そ の一つ ひ と っ を 着 実 に 進

め て い く 必 要 が あ り ま す 。

例 え ば 研 究 開 発 で も 、  こ れ ま で は 開 発 成 果 が 実 用 化 さ れ ず に 埋 も れ た 例 が 少 な か ら ず あ り 、  や は り 成 果

を そ の っ ど 社 会 実 証 に 照 ら し て 実 用 化 で き る 方 向 へ 持 つ て い か な け れ ば な り ま せ ん 。  そ れ に 伴 つ て 、  グ ロ ー

バ ル ・ ス タ ン ダー ド を 獲 得 で き る よ う な 研 究 体 制 も 構 築 す る 必 要 が あ り ま す 。  ま た 、 途 中 経 過 を し っ か り

評 価 し な が ら 進 め る 仕 組 み も 必 要 で す 。 オ ー プ ン な イ ン タ フ ェ ー ス 環 境 を 想 定 し 、 種 々 の 新 た な サ ー ビ
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ス ・ ア プ リ ケ ー シ ョ  ン 創 出 等 の た め の 実 証 実 験 の た め の 場 作 り  も重要な課題です。

ま た 、  こ れ か ら の 知 的 財 産 活 用 を 考 え る 際 に は 、  シ ビ ア な 国 際 標 準 化 競 争 に 勝 ち 抜 か ね ば な り ま せ ん が 、

一方 で 国 際 的 な 協 調 も 戦 略 の 枠 組 み と し て ク リ ア し て い く こ と が 必 要 で す 。  さ ら に 、  ロ ボ ッ ト を 実 環 境 に

導 入 ・ 利 用 す る た め の 、  法 制 度 も 含 め た 利 用 環 境 の 整 備 が 望 ま れ ま す 。

ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト の 実 現 に あ た っ て は 、  こ の よ う に 研 究 開 発 的 な 側 面 だ け で な く 、  国 際 対 応 、 利

活 用 方 策 の 検 討 も 含 め た 種 々 の 取 り 組 み に 早 急 に 着 手 し な く て は な り ま せ ん 。 そ の 意 味 か ら 見 れ ば 、  「ネ ッ

ト ワ ー ク」 と 「ロ ボ ッ ト 」 の 双 方 の 視 点 を 有 し て い る A T R の 取 り 組 み に 対 す る 強 い 期 待 を 持 た ざ る を 得 ま

せ ん 。 特 に 、  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ロ ボ ッ ト の 先 導 的 研 究 を し て き た A T R に 対 し て 、 質 の 高 い 先 進 的 な 研

究 を 行 う coE と し て 指 導 的 な 役 割 も 期 待 さ れ て い く も の と 思 わ れ ま す 。

手 塚 治 虫 の 鉄 腕 ア ト ム で は 、 本 年 、 2 0 0 3 年 に は 、  ア ト ム が 生 ま れ 、  ロ ポ ッ ト 法 が 制 定 さ れ 、 人 間 と 楽 し

く 生 活 す る 世 界 が 描 か れ て い ま す 。 そ の 世 界 の 実 現 に は 、  ま だ し ば ら く の 時 間 が 必 要 で し ょ う 。 た だ 、  ロ

ボ ッ ト が ネ ッ ト ワ ー ク に っ な が っ て 、 僕 た ち の 生 活 に 飛 び 出 て く る 、  そ の 世 界 は 、 す で に 目 の 前 に あ る と

思 い ま す 。

そ の 世 界 の 実 現 に 向 け て 、  日 本 が 今 後 と も  「ロ ボ ッ ト 」 分 野 の ト ッ プ ラ ン ナ ー で い ら れ る か ど う か は 、

こ れ か ら の 数 年 間 に ど の よ う な 戦 略 を も っ て 対 応 し て い く か に か か っ て お り 、 そ の一翼 は こ れ か ら の A T R

の 活 動 が 担 つ て い る 。  私 は そ う 思 つ て い ま す 。

日 本 発 新 l T  「ネ ッ ト ワー ク ・ 口 ボ ッ ト」 の実現
̃ ロボ ッ ト とュビキタスネットワ ー クの融合̃

◆第 j 業「 ッ ト ワ ー ク と  {l 口ボット自ら欲しい情報をネットワー クから探したり (エー ジェント口ボット)。
ネ ッ ト ワ ー ク ヒ ュ ー マンインタ ー フェ一スを備えた情報端末に。
様々なュビキタスアプライアンス(情報家電)が口ボットに。

◆ ロボ ッ  トと生活する新たなライフスタイルの実現

家庭やオフィスなど社会生活スタイルをインテリジェント化し、高齡化・医療介護問題等、様々な社会的課題にも寄与。
21世紀の新たなビジネスの創出にも貢献。

.ィ'ッ /'、ワー ク ・ 口 ポ ッ f、実現に向けt流1l合的''a、研 究 開 略 の 検?討
? ネ ッ ト ワー ク と1二l,11'、ッ f 、 を 結 ぶ-:il ツ f、ワー ク技術の研究開発、 標準化が大きな、ia要・解 f 二 名 、 い 「e産 学 能 務 1 二 f 3 i ツ ̃ 7一 ク ・ i , f ツ ̃癌病ff二野f3フ'i ンェ ク ̃ 力'能

< 検 討 課 題 > 〇 ネ ッ ト ー ク・口ボット技術の国内外における取組みの現状
〇 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ロ ボ ッ ト の 将 来 イ メ ー ジ
〇社会的効果・経済的効果
〇実現のための研究開発方策・普及推進方策等

ネ ッ ト ワ ー ク ・ 口 ボ ッ ト の 実 現 ̃ ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワ ー ク と 口 ボ ッ ト の 融 合 ̃
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ヒューマノ イ ド・プレイン・ プロジェク ト

ー ア  トム計 画の実現を目指して一

は じ め に

A T R は 「脳 を 創 る こ と に よ り 脳 を 知 る」 と い う

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に 表 さ れ る 計 算 論 的 神 経 科 学 と ぃ

う 分 野 を 開 拓 し 、 世 界 を リ ー ド し て き ま し た 。 ヒ ュー

マ ノ イ ド ・ ブ レ イ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト で は 、  こ の 研

究 手 法 を さ ら に 発 展 さ せ 、  ヒ ュ ー マ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ

ト に 神 経 科 学 に 基 づ い た 人 工 脳 を 与 え る こ と で 脳

を 知 る こ と を 目 指 し ま す 。  こ の 過 程 で の 波 及 技 術

に よ り 、 未 来 型 通 信 端 末 の 実 現 、 家 庭 内 ロ ボ ッ ト 、

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン へ の 応 用 が 生 ま れ て き ま す 。

ヒ ト ・ コミュニケ ー ション技術の発達

ヒ ト の 文 明 、 文 化 、 科 学 技 術 、 産 業 、 経 済 の 発

展 は ひ と え に 、 人 類 が 発 明 し て き た 新 し ぃ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の ス キ ル と 技 術 に 依 存 し て い る と

言 つ て 過 言 で は あ り ま せ ん 。  3 0 0 万 年 前 に す で に 人

類 の 祖 先 は 他 の 類 人 猿 と は 異 な る ミ メ シ ス と 呼 ば

れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ス キ ル を 身 に っ け 、 道

具 の 製 造 や 集 団 作 業 が 可 能 に な り ま し た 。 数 十 万

年 か ら 数 万 年 前 に 言 語 が 発 生 す る と コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン は 高 効 率 と な り 、 石 器 の 多 様 性 が 爆 発 的 に

増 大 し ま す 。 表 1 に 示 す よ う に 、 文 字 、 電 信 、  イ

ン タ ー ネ ッ ト な ど 、 新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技

術 が 生 ま れ る た び に 、 古 代 農 耕 文 明 、 産 業 革 命 、

I T 革 命 な ど 、 人 類 の 文 化 文 明 の 飛 躍 が も た ら さ れ

ま し た 。 過 去 の ト レ ン ド を 外 挿 す れ ば 、 私 た ち の

未 来 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 は 、 時 間 と 空 間 と

文 化 を 越 え て 、  文 字 や 画 像 、  音 声 な ど の 限 ら れ た

情 報 を 超 え て 、  面 と 向 か っ て の 物 理 的 な 相 互 作 用

を 含 む 自 然 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る も の

に な る こ と は 疑 う 余 地 は あ り ま せ ん 。

3 0 0 万 年 前 ミ メ シ ス 共同作業

高効率2 0-3 万 年 前 言 語

数千年前 記号 時 間 と 空 間 を 超 え る

数百年前 交 通 ( 全 身 )

電 信

リ ア ル 夕 イ ム で は な い

1 6 0 年 前 記 号 - リ ア ル 夕 イ ム

1 2 0 年 前 電 話 音 声 言 語 ・ 感 情

記 号 →受 動 的 画 像 ・ 音 声2 0 年 前 イ ン 夕 一 ネ ッ ト

未 来
ミ メ シ ス + 時 間 +
空間+文化,分身
コミュニケーション

月凶研 究 十 ロ ボ ッ  ト

表 1  未 来 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術

人間情報科学研究所

川 人  光 男

一-
l
・

未 来 の 通 信 技 術 が 克 服 し な け れ ば な ら な い 困 難

テ ニ ス 好 き の 夫 婦 が 夫 の 単 身 赴 任 の た め に 日 本

と ァ メ リ カ に 別 れ て 住 ん で い ま す が 、  ど う し て も

二 人 で テ ニ ス を し た い と し ま す 。 本 当 の  ( 物 理 的

に 実 感 で き る )  テ ニ ス を す る た め に は 、 図 1 に 示

し た よ う に 妻 の そ ば に は 夫 の 代 わ り の ロ ボ ッ ト が 、

夫 の そ ば に は 妻 の 代 わ り の ロ ボ ッ ト が ぃ て 、  日 米

同 時 に プ レ ー が 行 わ れ な け れ ば な り ま せ ん 。  こ の 2

つ の プ レ ー が ほ ぼ 同 じ で あ る た め に は 、  通 信 に 伴

う 時 間 遅 れ を 克 服 す る こ と が 最 大 の 難 関 と な り ま

す 。 衛 星 通 信 な ど を 用 い た テ レ ビ 電 話 会 議 で 、 相 づ

ち や 目 配 せ な ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 数 秒 遅 れ て

非 常 に 気 持 ち の 悪 い 経 験 を し た こ と が あ る 方 な ら 誰

で も 、  こ ん な こ と は 不 可 能 で あ る と 思 わ れ る で し ょ

う 。  こ れ を 解 決 す る 唯一の方法は、 夫の代理のロボッ

ト に は 夫 の 脳 の 、  短 期 間 で は あ る が 、  定 量 的 に よ い

脳 の モ デ ル を 乗 せ る こ と で す 。  こ れ は あ る 意 味 で 短

時 間 の タ イ ム マ シ ン を 作 る こ と に I11nl11敵 す る と い う コ

メ ン ト を も ら っ た こ と も あ り ま す 。

・時間返れ

図 1  夫 の 代 理 の 口 ボ ッ ト に は 夫 の 脳

口 ボ ッ ト 研 究 と 脳 研 究 の 融 合

上 で 説 明 し た よ う に 、 脳 の 基 本 機 能 の 理 解 に 基

づ く ょ り 人 間 に 近 い ヒ ュ ー マ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ ト の

開 発 に 成 功 す れ ば 、  画 期 的 な 未 来 型 通 信 端 末 の 実
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現 に 大 き く 近 づ き ま す 。  時 間 遅 れ の 間 題 は 、  端 末

に 通 信 者 の 定 量 的 な 脳 モ デ ル を 実 装 し 、  見 ま ね 能

力 を 与 え る こ と に よ っ て し か 解 決 で き ま せ ん 。 こ

こに月凶 科 学 と ロ ボ ッ ト に 基 づ く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 技 術 を 融 合 す る 必 然 性 が 、  電 気 通 信 の 側 か ら あ

る の で す 。

D B の 見 ま ね 学 習

E R A T 〇 川 人 学 習 動 態 脳 プ ロ ジ ェ ク ト で 開 発 し た

ヒ ュ ー マ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ ト D B は 、 A T R サ イ ノ、1- ・

ヒ ュ ー マ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト の 研 究 に よ り 、 3 歳 の 誕

生 日 を 待 た ず に 表 2 と 写 真 1 に 示 し た 2 4 種 類 の 芸

が で き る よ う に な り ま し た 。 そ の ほ と ん ど が 見 ま

ね 学 習 に よ る 獲 得 や 、  脳 の 計 算 原 理 に 基 づ い て い

ま す 。  ロ ボ ッ ト や コ ン ピ ュ ー タ は 、 会 話 を 理 解 す

る 、 情 景 を 理 解 す る 、 滑 ら か に 運 動 す る な ど 、 普

通 の 人 間 が 苦 労 も な く 行 つ て い る 能 力 に っ い て 、

い ま だ に 2 、  3 才 の 子 供 と 比 較 し て も 劣 つ て い ま す 。

こ れ は ロ ボ ッ  ト 研 究 や 人 工 知 能 研 究 の 停 滞 を 示 す

と と も に 、  い ま だ に 脳 の 機 能 が 理 解 で き て い な い

こ と も 示 し て い ま す 。  こ の 困 難 を 克 服 す る た め に 、

人 間 と 同 じ 大 き さ 、 重 さ 、 柔 ら か さ 、 感 覚 器 を 持 つ

た ヒ ュ ー マ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ ト に 、  人 間 の 見 ま ね を

さ せ る こ と を 切 り 口 に 研 究 を 進 め て き ま し た 。 見

ま ね と は 、 他 者 の 動 作 を 観 察 し 、 他 者 の 意 図 を 推

測 す る こ と に よ り 、  同 じ 課 題 を 解 決 す る こ と で す 。

私 た ち は 、  こ れ が ヒ ト 知 性 の 基 礎 に な っ て い る と

提 唱 し て き ま し た 。

見 ま ね に
よ る 学 習

( 1 ) 沖 縄 舞 踊 見 ま ね ( ヵ チ ャ ー シ)
( 2 )  ロ ッ ク ン ロ ー ルまね
( 3 ) 見 ま ね に よ る 棒 立 て

( 4 )  見 ま ね に よ る テ ニ ス
( 5 )  ビ デ オ カ メ ラ に よ る 実 時 間 運 動 認 知

( 6 ) パ ン チ ン グ 見 ま ね
( 7 )  ジ ャ グ リ ン グ

( 8 ) デ ビ ル ス テ ィ ッ ク

( 9 )  実 時 間 見 ま ね に よ る 手 の 運 動
( 1 0 ) エ ア ホ ッ ケ 一 見 ま ね

( 1 1 ) 箱 こ ろ が し
( 1 2 ) 小 箱 運 び 、  ロ ボ 夕

眼 球 運 動 (13) 前庭動眼反射適応
(14) 円滑性追跡眼球運動学習

( 1 5 ) サ ッ カ ー ド

( 1 6 ) 眼 球 運 動 プ リ ミ テ ィ ブ の 続 合

-( 1 7 ) パ ド リ ン グ
( 1 8 ) 視 覚一運 動 変 換 学 習

( 1 9 ) キ ャ ッ チ ボー ル
(20) ド ラ ミ ン グ の 共 演

( 2 1 ) ス テ ィ ッ キ ー ハ ン ド

( 2 2 ) キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン な し の 視 覚

一 運動変換
(23) ョ ー ヨ ー 、 ス リ ン キ ー

( 2 4 ) 柔 軟 物 体 操 作

夕 ス ク 力

学 ・ 物 理

的 相 互 作
用 ・ 学 習

表 2  D B の 2 4 芸

写 真 1  D B の 芸

ア ト ム 計 画

今 の 日 本 は 元 気 が あ り ま せ ん 。 政 府 も 民 間 も 経

済 ・ 産 業 振 興 の 速 効 策 を 科 学 技 術 に 求 め て い ま す

が 、  と ん だ お 門 違 い で す 。 こ ん な 時 こ そ 、 1 0 年 後 、

2 0 年 後 の 日 本 の 発 展 の 基 礎 と な る 夢 の あ る プ ロ

ジ ェ ク ト を 始 め る べ き だ と 思 い ま す 。 私 た ち は 数

年 前 か ら 、  米 国 の ア ポ ロ 計 画 を 意 識 し て 、  ア ト ム

計 画 と い う も の を 提 唱 し て い ま す 。 現 在 、 A T R を

含 む 日 本 は ロ ボ ッ ト 研 究 に お い て 世 界 を リ ー ド し

て お り 、  ま た A T R が 提 唱 し て き た 計 算 論 的 神 経 科

学 は 脳 科 学 の 革 新 的 な 手 法 と し て 広 く 認 め ら れ 、

ま た 国 家 的 な 萌 芽 ・ 融 合 研 究 の 重 要 ト ピ ッ ク ス に

も な っ て い ま す 。 そ の 双 方 の 技 術 、 知 見 、 手 法 を

有 機 的 に 組 み 合 わ せ る こ と で 、 脳 機 能 の 解 明 、 特

に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 統 一 的 に 理 解 し 、 そ

し て そ れ に 基 づ く 学 習 型 ヒ ュ ー マ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ

ト の 開 発 を 目 指 す の で す 。 1 0 年 後 に 、 完 全 自 立 で

ヒ ト の 5 歳 程 度 の 知 性 と 感 覚 運 動 能 力 を 有 す る ヒ ュ ー

マ ノ イ ド ・ ロ ボ ッ ト を 開 発 す る こ と を 目 標 と し ま

す 。 ス プー ト ニ ツ ク ・ シ ョ ッ ク で 落 ち 込 む 国 民 を 、

月 面 に 人 類 を 送 り 込 む と い う 誰 に で も わ か る 日 標

で 鼓 舞 し た ア ポ ロ 計 画 は 、  テ フ ロ ン 鍋 か ら 、  コ ン

ピ ュ 一 夕 サ イ ェ ン ス ま で の 莫 大 な 遺 産 を 米 国 に 残

し ま し た 。 ア ト ム 計 画 の 技 術 波 及 は 、 携 帯 電 話 端

末 な の か 、 エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト - ロ ボ ッ ト な の

か 、 介 護 ロ ボ ッ ト な の か 、  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ロ

ボ ッ  ト な の か は 今 の 時 点 で 予 想 も っ か な ぃ 方 が 楽

し い の で す 。  し か し 肝 心 な こ と は 、  目 標 そ の も の

に 夢 が あ っ て 、 科 学 者 技 術 者 が 真 剣 に 取 り 組 め る

プ ロ ジ ェ ク ト が 必 要 と ぃ う こ と で す 。 速 効 策 を う

た っ て 、  ど ぶ に 金 を 捨 て る よ う な 愚 策 が 昨 今 多 す

ぎます。 官 界 、  経 済 界 も 一工 夫 欲 し い と こ ろ で す 。
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ユビキタス知 能 口 ボ テ ィ クス

「ど う  し て も イ モ ハ ン ダ に な っ ち ゃ う ん だ け ど」、

「線 あ っ た め て 、 ハ ン ダ 沁 み 込 ま せ た ? 」、 「 え っ 、

そ ん な こ と す る ん す か」、 「そ ん な こ と も 知 ら な い

の」 一一ち ょ っ と し た 失 敗 談 や ノ ウ ハ ウ の や り と

り は ど こ に で も あ り ま す 。 我 々 の 日 々 の 暮 ら し は

成 功 と 失 敗 の 積 み 重 ね で 、 時 と し て 、  ち ょ っ と し

た ア イ デ ア が 大 成 功 を も た ら し 、 些 細 な ミ ス が 大

損 害 に っ な が り ま す 。  愚 者 は 経 験 に 学 び 、  賢 者 は

歴 史 に 学 ぶ 。  日 々 の 経 験 を 個 人 に と ど め る の で は

な く 、 知 識 と し て 人 と 共 有 で き る よ う に す る こ と

が重要です。

日 々 の 経 験 を 知 識 に 変 え 、 共 有 財 産 と す る 過 程

を 支 援 す る に は 、  ど の よ う な 技 術 が 求 め ら れ る の

で し ょ う か 。  ま ず 、 経 験 を そ の 周 囲 の 環 境 に 関 す

る 情 報 と ぃ っ し ょ に 観 測 ・ 記 録 す る 技 術 が 求 め ら

れ ま す 。 例 え ば 、 前 述 の ハ ン ダ 付 け の 例 で は 、  ど

う ゃ っ た ら 上 手 に で き る の か 、  う ま ぃ 人 の 手 順 を

見 る こ と が で き れ ば よ い で し ょ う 。 同 時 に 多 く の

料 理 を 手 が け る 料 理 人 の 場 合 に は 、  そ の 場 そ の 場

の 目 の 配 り 方 が 重 要 に な る か も し れ ま せ ん 。  こ う

し た 人 間 の 振 舞 い を 記 録 す る た め に は 、  人 間 の 活

動 を 多 方 向 か ら 捉 え る カ メ ラ の よ う な 据 置 型 セ ン

サ や 、  人 間 の 視 線 の 動 き を 提 え る 携 帯 型 セ ン サ 、

と い っ た も の を ネ ッ ト ワ ー ク で 組 み 合 わ せ る  「ユ

ビ キ 夕 ス ・ セ ン サ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 」 と 呼 ば れ る 技

術 が 望 ま れ て き ま す 。  こ の よ う な 技 術 を 使 用 す る

と 、  人 間 の 振 舞 い を 多 角 的 に 記 録 す る こ と が で き

る よ う に な り ま す 。  さ ら に は 、 人 間 の 感 情 と 関 連

す る 生 理 的 デ ー タ ( 例 え ば 、  脈 拍 や 皮 膚 の 電 気 的

変 化 )  を 計 測 す る セ ン サ を 個 人 に 携 帯 さ せ れ ば 、

振 舞 い と 同 時 に 感 情 に 関 す る 情 報 を 記 録 す る こ と

が で き る よ う に な る で し ょ う 。 そ の よ う な 情 報 か

ら 、 例 え ば 、  ど の よ う な 場 面 で 集 中 し て い た の か

が 分 か れ ば 、 後 で 同 様 の こ と を 行 う 人 に と っ て 役

立 つ 知 見 と な り ま す 。 こ の よ う な 観 測 ・ 記 録 技 術

に は 様 々 な 場 面 で の 応 用 が 考 え ら れ ま す 。  実 際 、

我 々 が 現 在 進 め て い る ュ ビ キ タ ス ・ セ ン サ ・ ル ー

ム ( ネ ッ ト ワ ー ク で 組 み 合 わ さ れ た カ メ ラ や マ イ

ク な ど の 据 置 型 や 携 帯 型 の セ ン サ を 備 え た 部 屋 )

の 研 究 で は 、 展 示 会 の よ う な 状 況 で の 説 明 者 、 参

加 者 の 活 動 を 対 象 と し て い ま す ( 図 1 ) 。  ま た 、 医

療 の 現 場 で も 、  こ う し た セ ン サ の 組 合 せ を 使 用 し

て 看 護 師 の 行 動 を 記 録 す る 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 、 「E-
ナ イ チ ン ゲー ル」 を 進 め て い ま す  ( 図 2 ) 。
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し か し 、  そ の よ う なュ ビ キ 夕 ス ・ セ ン サ ・ ネ ッ

ト ワ ー ク で 大 量 の デー タ が 集 め ら れ て も 、  そ れ ら

を 活 用 す る こ と が で き な け れ ば 、 宝 の 持 ち 腐 れ で

す 。  日 常 活 動 に お け る 意 思 決 定 に 必 要 な 情 報 を

我 々 が 簡 単 に 獲 得 す る に は 、  観 測 デ 一 夕 を 使 い や

す い 形 に 要 約 す る 知 識 処 理 技 術 が 必 要 に な り ま す 。

図 1  ュ ビ キ タ ス ・ セ ン サ ・ ル ー ム

タ グ

図 2  E ー ナ イ チ ン ゲ ー ル ・  プ ロ ジ ェ ク  ト で 使 用 す る 接 帯 型 セ ン

サ ・ シ ス テ ム



特 定 の  日 時 と 場 所 に 関 す る 情 報 が 必 要 な 場 合 も  あ

れ ば 、 そ れ ら を 要 約 し た 知 識 が 必 要 な 場 合 も あ り

ま す 。 そ れ は 、 例 え ば 、 料 理 を し て い る と き の 視

線 の 動 き と い う ょ う な も の で あ る か も し れ ま せ ん

し 、 ハ ン ダ 付 け の 際 に 線 を 加 熱 し て 、 ハ ン ダ を :l1i、

み こ ま せ る こ と の よ う な ノ ウ ハ ウ の 形 式 の 知 識 か

も し れ ま せ ん 。  あ る い は 、  あ る 場 所 に 人 が 立 ち 止

ま り ゃ す ぃ と い う ょ う な 一般 的 な 傾 向 を 表 す 知 識

か も し れ ま せ ん 。  こ の よ う に セ ン サ か ら 得 ら れ た

情 報 か ら 日 常 活 動 に 関 す る 情 報 を 要 約 す る 研 究 の

端 緒 と し て 、 我 々 は 前 述 の Eー ナ イ チ ン ゲー ル ・ プ

ロ ジ ェ ク ト に お い て 、 看 護 師 の 上 半 身 の 傾 き と l

分 間 あ た り の 歩 数 と い っ た 体 の 動 き に 関 す る 情 報

か ら 業 務 を 大 ま か に 分 類 す る こ と が で き る 可 能 性

を 示 し ま し た ( 図 3 ) 。

2

3

'

f

図 3  E:一 ナ イ チ ン ゲ ー ル ・  プ ロ ジ ェ ク  ト で 得 ら れ た セ ン サ 情 報

か ら の 看 護 業 務 の 分 類

さ ら に 、  知 識 処 理 に よ  り 獲 得 さ れ た 知 識 を 人 間

に 効 果 的 に 提 供 す る た め に は 、 人 間 と の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 技 術 が 不 可 欠 で す 。  こ れ は 単 に 知 識 を

提 供 す る 技 術 だ け で は 不 十 分 で す 。  人 間 が そ れ を

信 用 し な け れ ば 何 の 役 に も 立 た な ぃ か ら で す 。  人

間 同 士 の 場 合 に は 、  例 え ば 、  相 手 の 反 応 を 見 な が

ら 、  言 葉 や ジ ェ ス チ ャ を 用 い て 少 し ず っ 意 見 を す

り 合 せ 、 信 頼 感 を 醸 成 す る こ と に よ り 、 提 供 す る

知 識 を 人 間 に 納 得 さ せ る と い う ょ う に 、 社 会 的 関

係 を 築 い て い き ま す 。 知 識 処 理 を 行 う シ ス テ ム も

同 様 に 、  人 間 と 社 会 的 関 係 を 築 く こ と が で き る

( あ る い は 、 人 間 に そ の よ う に 感 じ さ せ る こ と が で

き る )  と い う 意 味 で の 社 会 的 知 性 が 必 要 に な り ま

す 。  こ の よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る た

め に 、  日 常 生 活 の 場 で 人 間 の パー ト ナ ー の 役 割 を

果 た す 日 常 活 動 型 ロ ボ ッ ト R o b o v i e ( 図 4 ) や 、 世

の 中 に あ る 他 の も の に た と え に く ぃ 形 を し た 人 工

物 ロ ボ ッ ト の ム ー ソ シ ア  ( 図 5 )  な ど を 使 用 し て 研

究 を 進 め て い ま す 。

以 上 を ま と め る と 、  日 々 の 経 験 を 知 識 化 す る 技

術 が あ れ ば 、 誰 も が 共 有 し て 使 用 す る こ と が で き

る よ う に な り 、  こ れ ま で一人 で 悩 ん で い た こ と や

組 織 と し て 気 づ か な か っ た こ と ま で も 改 善 す る こ

と に 役 立 つ 可 能 性 が あ り ま す 。  こ れ か ら は 、 一 見

し て ロ ボ ッ  ト に 見 え る 形 か そ う で は な ぃ か は 別 に

し て 、  人 間 や 周 囲 の 環 境 と の 相 互 作 用 を 行 う 知 識

処 理 に 関 す る 技 術 が 求 め ら れ 、  生 活 の 中 に 浸 透 し

て い く こ と に な る で し ょ う 。

人 工 知 能 の 研 究 で は 、  身 体 を 持 ち 、  外 界 と の 相

互 作 用 を 行 う こ と が 知 能 の 本 質 に 含 ま れ て い る と

い う こ と が 主 張 さ れ て い ま す 。  身 体 性 知 能 と 呼 ば

れ て い る も の で す 。  こ の よ う な 身 体 性 知 能 を 知 能

ロ ボ ッ ト と 言 い 換 え て も ょ ぃ か も し れ ま せ ん 。

こ の よ う な 見 方 に 立 つ と 、 上 で 述 べ た よ う な 、

日々の経験を知識化するための技術全体は、 人 間 の

活 動 範 囲 に 遍 在 す る  ( つ ま り 、  「 ユ ビ キ 夕 ス」 な )

身体性知能に関する技術、 す な わ ち 、  ユ ビ キ 夕 ス 知

能 ロ ボ テ ィ ク ス  (ubiquitous inte11igent robot i c s )技術

で あ る と い う こ と が で き る か も し れ ま せ ん 。 知 能 ロ

ボ テ ィ ク ス 研 究 所 で は 、 ユ ビ キ タ ス 知 能 ロ ボ テ ィ ク

ス 技 術 の 確 立 に 向 け た 研 究 を 進 め て い ま す 。

図 4  日 常 活 動 型 口 ボ ッ  トRobovie

図 5  人 工 物 口 ボ ッ  ト ム ー ソ シ ァ
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新しい情報基盤としての日常活動型ロボ ッ ト

イ ン 夕 一 ネ ッ  ト と い う 情 報 基 盤 が 普 及 し て 私 た

ち の 生 活 は 大 き く 変 わ り ま し た 。 様 々 な 可 能 性 を

持 つ コ ン ピ ュ ー タ が ネ ッ ト ワ ー ク でっ な が る こ と

に よ り 、 社 会 規 模 の 情 報 処 理 が 可 能 に な っ て き た

の で す 。  し か し な が ら 、  イ ン 夕 一 ネ ッ ト で 通 信 す

る と い う 形 態 は 、  人 間 同 士 の 対 話 か ら す れ ば 非 常

に 制 約 さ れ た も の で す 。 い わ ば 机 の 上 に 座 つ て 紙

や ノ ー ト に 情 報 を 書 き 込 む と い う 形 態 に 近 い も の

で す 。 紙 や ノ ー ト が 高 速 の ネ ッ ト ワ ー ク に っ な が

っ て 瞬 時 に 情 報 交 換 し て い る と ぃ う イ メ ー ジです。

こ の よ う な イ ン 夕 一 ネ ッ ト の イ ン 夕 フ ェ ー ス を 改

善 す る 研 究 は 近 年 特 に 進 ん で き て い ま す 。  例 え ば 、

携 帯 電 話 は た ん な る 電 話 か ら コ ン ピ ュ 一 夕 の 端 末へ
と 変 わ っ て き て お り 、  人 間一 人 ひ と り に 張 り 付 い

て 情 報 処 理 を す る 新 し ぃ 情 報 基 盤 と 見 な す こ と が

で き ま す 。 私 た ち は 、  ロ ボ ッ ト も こ の 携 帯 電 話 の

よ う に 新 し ぃ 情 報 基 盤 に な る と 考 え て い ま す 。

こ れ ま で の 情 報 機 器 と ロ ボ ッ ト が 異 な る の は 、

人 間 と の 関 係 の 築 き 方 で す 。  イ ン 夕 一 ネ ッ ト を 利

用 し た 多 く の シ ス テ ム は ど れ も 、  使 用 目 的 が は っ

き り し て お り 、  そ の 目 的 の た め に 人 間 は 機 器 の 使

用 方 法 を 学 び な が ら 利 用 し ま す 。  一 方 、  私 た ち の

日 常 に お け る 情 報 処 理 活 動 を 考 え て み る と 、  常 に

は っ き り し た 目 的 を 持 つ て 人 と 対 話 し て い る わ け

で は あ り ま せ ん 。 対 話 し て い る う ち に 目 的 が は っ き

り し て く る こ と さ え あ り ま す 。 言 い 換 え れ ば 、  人

間 関 係 を 築 く と ぃ う 作 業 と 、  人 に 仕 事 を 頼 む と い

う 作 業 が 同 時 に 行 わ れ る 、  ま た は 、  人 間 関 係 を 築

い て こ そ 初 め て 、  人 に 作 業 を 頼 む こ と が で き る と

い う の が 、  私 た ち の 行 つ て い る 対 話 で す 。  こ の よ

う に 考 え る と 、  イ ン タ ー ネ ッ ト で 実 現 さ れ て い る

人 間 と コ ン ピ ュ 一 夕 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が い か

に 狭 く 表 面 的 で あ る か が わ か り ま す 。 誰 に も 役 に

立 つ タ ス ク を 考 え 、  そ の 機 能 だ け を 提 供 す る シ ス

テ ム と い う の は 、  人 間 関 係 と タ ス ク を 厳 密 に 切 り

離 し た 設 計 方 法 で 実 現 さ れ る も の で す が 、  私 た ち

が 目 指 す ロ ボ ッ ト は 、  人 間 と の 間 に 人 間 一 ロ ボ ッ

ト 関 係 を 築 き 、  そ の 上 で 実 現 さ れ る べ く 夕 ス ク を

行 う と い う も の で 、 従 来 の 情 報 基 盤 で で き な か っ

た 情 報 処 理 活 動 を 可 能 に す る 新 し ぃ 情 報 基 盤 と し

て 利 用 で き る も の で す 。
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知 能 口 ボ テ ィ  ク ス 研 究 所

石 黒  浩

図 1 は 私 た ち が 開 発 し て い る ロ ボ ッ  ト で す 。  な

ぜ 人 型 ロ ボ ッ ト で あ る か と い う 間 い 対 す る 答 え は

次 の と お り で す 。  ま ず 、  人 間 と の 対 話 に お い て 人

間 が 擬 人 化 し や す ぃ 対 象 で あ る こ と が 必 要 で す 。

そ し て 、 人 間 は 、 音 声 だ け で な く 、 視 線 の 動 き や ジ ェ

ス チ ャ 等 様 々 な モ ダ リ テ ィ を 介 し て 対 話 を し ま す

が 、 そ こ に も 人 型 で あ る べ き 理 由 が あ り ま す 。

こ の ロ ボ ッ ト を 用 い て こ れ ま で に 様 々 な 研 究 を

行 つ て き ま し た 。 一つ は も ち ろ ん ロ ボ ッ ト を ど の

よ う に 作 る か と ぃ う 設 計 ・ 開 発 に 関 す る 研 究 で 、

も う 一 つ は 、  開 発 し た ロ ボ ッ ト が 実 際 に ど れ ほ ど

う ま く 人 と 対 話 す る か を 評 価 す る 研 究 で す 。  ま ず

前 者 に っ い て 、  私 た ち の 開 発 方 針 は 、  人間同士の

対 話 に お け る 私 た ち の 知 識 を で き う る 限 り 多 く ロ

ボ ッ ト に 実 装 す る と い う も の で す 。 一般 に ロ ボ ッ

ト の 設 計 に お い て は 、  人 間 等 を 例 に そ の 情 報 処 理

系 を ト ッ プ ダ ウ ン に 設 計 す る 方 法 が 採 ら れ る の で

す が 、 そ の 設 計 が 正 し ぃ と い う 保 証 は あ り ま せ ん 。

私 た ち は あ え て ボ ト ム ア ッ プ の 逐 次 的 な 開 発 方 法

を 採 る こ と に よ り 、 対 話 能 力 の 高 い ロ ボ ッ ト を 実

現 し よ う と し て い ま す 。 具 体 的 に は 、 考 え 得 る ロ

ボ ッ ト の 個 々 の 動 作 に っ い て 一 つ ひ と っ プ ロ グ ラ

ム を 作 り 、 次 に 、  そ の 行 動 プ ロ グ ラ ム 間 の 関 係 を

ル ー ル と し て 記 述 し て い く と い う 手 順 を と り ま す 。

図 1  日 常 活 動 型 口 ボ ッ ト



図 2 に 示 す ェ ピ ソ ー ド ェ デ ィ  夕 は 、  実 装 し た 動 作

モジュ ー ル間の関係を視覚的に確認しながら、 ロ ボ ッ

ト の プ ロ グ ラ ム を オ ン ラ イ ン で 修 正 で き る 開 発 支

援 シ ス テ ム で す 。

後 者 に っい て は 、  ロ ボ ッ  ト 工 学 以 外 の 専 門 家 と

チ ー ム を 組 み な が ら 取 り 組 ん で き ま し た 。  こ の よ

う な 取 り 組 み は 、  ロ ボ ッ ト 工 学 と 人 間 を 研 究 す る

認 知 科 学 、 心 理 学 を 深 く 結 び っ け 、 新 し ぃ ロ ボ ッ

ト 研 究 を 生 む き っ か け に な る と 期 待 し て い ま す 。

図 3 に 示 す の は 、  ロ ボ ッ ト と 対 話 す る 人 間 の 動 作

を 精 密 に 計 測 す る こ と に よ っ て  ( 左 の 〇 印 の 3 次

元 位 置 を 正 確 に 測 定 。  結 果 を C G で 表 示 し た の が

右 ) 、  そ の 人 の ロ ボ ッ ト に 対 す る 印 象 を 評 価 す る 研

究 で す 。 人 間 同 士 の 対 話 に お い て も 、  人 間 と ロ ボ ッ

ト 同 士 の 対 話 に お い て も 、  相 手 に 対 す る 印 象 は そ

の 人 の 細 か な 動 作 に 現 れ ま す 。  例 え ば 、  ロ ボ ッ ト

と う ま く 対 話 し 、  ロ ボ ッ ト に 対 し て よ い 印 象 を 持 つ

て い る 人 は 、  ロ ボ ッ ト と よ く 目 が 合 い ま す し 、  ま

た 、  ロ ボ ッ ト の 動 作 と 同 期 し て 体 を 動 か し ま す 。

人 と 対 話 す る ロ ボ ッ  ト の 主 観 的 評 価 を 客 観 的 な 数

値 デ 一 夕 と 結 び っ け る 研 究 で す 。

こ れ ま で は 、 一人 の 人 間 と ロ ボ ッ ト の 対 話 、  ま

た は 少 数 の 人 間 と 少 数 の ロ ボ ッ  ト の 間 の 対 話 を 主

に 研 究 し て き ま し た 。 今 後 は よ り 多 く の 人 と ロ ボ ッ

ト の 間 で の 対 話 を 研 究 す る 必 要 が あ り ま す 。 そ し

図 2  ェビソ ー ド ェデ ィ タ

図 3  対 話 に お け る 動 作 の 精 密 測 定

て そ の 対 話 時 間 も 長 く す る 必 要 が あ り ま す 。  1 時 間

の 対 話 で 築 か れ る 関 係 と 1 年 を 経 て 築 か れ る 関 係

に は 大 き な 差 が あ り ま す 。  し か し な が ら 、  ロ ボ ッ ト

が 大 勢 の 人 の 間 に 入 つ た と き 、 人 は ど の よ う に 受

け 止 め る か 、  ど の よ う な 動 作 プ ロ グ ラ ム を ロ ボ ッ

ト に 与 え れ ば い い の か に っ い て は 、  ロ ボ ッ ト 工 学

は も と よ り 、 認 知 科 学 や 社 会 心 理 学 に も ぃ ま だ 十

分 な 知 見 は あ り ま せ ん 。 ロ ボ ッ ト 工 学 と 認 知 科 学

や 社 会 心 理 学 双 方 の 研 究 者 が 協 力 し あ ぃ 、  新 た な

研 究 を 展 開 し て い く こ と が 重 要 に な り ま す 。 従 来

研 究 室 の 中 だ け で 行 わ れ て き た ロ ボ ッ ト の 研 究 が 、

実 際 の 人 間 社 会 に 出 て 行 く  時 が き た の で す 。

こ の よ う な 研 究 の さ き が け と し て 、 私 た ち は 、

小 学 校 に 約 1 カ 月 間 ロ ボ ッ ト を 持 ち 込 み ま し た 。

正 確 な 結 果 を 出 す に は さ ら に 研 究 を 続 け る 必 要 が

あ り ま す が 、 子 供 た ち と ロ ボ ッ ト の 間 に 築 か れ る

関 係 に っ い て 、  ま た 、 子 供 た ち の ロ ボ ッ ト の 受 け

止 め 方 に っい て 、 様 々 な 知 見 を 得 る こ と が で き ま

した。 図 4 に そ の 様 子 を 示 し ま す 。

図 4  小 学 校 で 活 動 す る ロ ボ ッ  ト

最 初 に 述 べ た よ う に 、  私 た ち は 、  日 常 活 動 型 ロ

ボ ッ ト は コ ン ピ ュ 一 夕 ・ ネ ッ ト ワ ー ク で は 通 信 で

き な ぃ 情 報 を 通 信 し 、 情 報 機 器 と 人 間 の 新 し ぃ 関

係 を 開 発 す る 情 報 基 盤 に な る と 考 え て い ま す 。  そ

の 意 味 で も 、  最 後 に 紹 介 し た 実 社 会 に お け る 研 究

は 非 常 に 重 要 で す 。  人 間 と 対 話 し 社 会 に 参 加 す る

ロ ボ ッ ト の 基 本 問 題 を 解 く 以 前 に 、 基 本 間 題 そ の

も の を 同 定 し な け れ ば な り ま せ ん 。 今 後 研 究 の 場

は、 研 究 室 の 中 か ら 実 社 会へ、 短 期 実 験 か ら 長 期

実 験へ と 変 わ っ て い く 必 要 が あ り ま す 。
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心 が 通 う 口 ボ ッ ト との音声インタフェースの
実現にむけて

1 .  は じ、め に

最 近 進 歩 が 著 し ぃ ロ ボ ッ ト と の 音 声 イ ン 夕 フ ェ ー

ス 技 術 に っい て 述 べ ま す 。  ロ ボ ッ ト と 言 つ て も 、

工 場 で 働 く 溶 接 ロ ボ ッ ト か ら 、  ネ コ 型 、  人 間 型 ロ

ボ ッ ト ま で い ろ い ろ な も の が あ り ま す 。  こ こ で は

日 本 の 方 に は お な じ み の 生 き 物 の 形 を 目 指 し て い

る タ イ プ の ロ ボ ッ ト を 対 象 に す る こ と に し ま す 。

こ の よ う な ロ ボ ッ ト で は 、  人 間 は 、  あ た か も そ の

動 物 や 人 間 の よ う に ロ ボ ッ ト が 反 応 す る こ と を 暗

に 期 待 し ま す 。 人 間 型 で は 、 何 か 話 し か け る と 、

こ ち ら の 発 話 に 対 し 、 人 間 の よ う に 意 図 を 汲 ん で 、

動 作 や 言 葉 で 反 応 す る こ と を 期 待 し て し ま ぃ ま す 。

も ち ろ ん 、 言 葉 に 対 し て 、  人 間 の よ う に ロ ボ ッ

ト を 反 応 さ せ る こ と は 、 現 在 の 技 術 で は ほ と ん ど

で き な い と 言 つ て 良 い で し ょ う 。 た だ 、  ロ ボ ッ ト

に は 、 そ れ 自 体 が 単 体 と し て 、 見 た り 、 聞 い た り 、

行 動 し た り す る こ と が 実 現 で き る の で 、  そ れ ぞ れ

の 技 術 を 人 間 の 能 力 に 近 づ け る べ く 、  一 定 の バ ラ

ン ス を 保 ち な が ら 、 原 始 的 な 生 物 か ら 、  コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン で き る 高 等 な 生 物 ま で 、 進 化 す る よ う

に 順 に レ ベ ル を 高 め て い く こ と が で き る の で す 。

人 間 の 機 械 的 な 動 き に っい て は 、  近年、 二 足 歩 行

な ど 飛 躍 的 な 進 歩 が 見 ら れ て い ま す が 、  人 間 と ロ

ボ ッ ト と の 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と な る と 、

現 在 の ロ ボ ッ ト は き ゎ め て 低 レ ベ ル と 言 わ ざ る を

得 な い 状 況 で す 。 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 能

を 一気 に 人 間 並 み に す る こ と は 、 残 念 な が ら 絶 望

的 で す が 、 単 体 と し て 構 成 し 、 バ ラ ン ス を 保 つ て 成

長 さ せ れ ば 、  そ れ な り の 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

能 力 で も 違 和 感 な く 、 付 き 合 う こ と が で き ま す 。

だ れ も 生 ま れ た て の 赤 ん 坊 に 大 人 の よ う に 話 す こ

と は 期 待 し ま せ ん が 、 成 長 と と も に そ れ ぞ れ の 機

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 研 究 所

中 村  哲

能 が 、  並 行 し て 進 化 し て い け ば と て も 自 然 に 感 じ

る と い う こ と で す 。

2. 心 が 通 う 音 声 言 語 イ ン タ フ ェ 一 ス

そ れ で は 、 次 に 心 が 通 う ロ ボ ッ ト と の イ ン タ フ ェ ー

ス に っ い て 考 え て み ま し ょ う 。 そ れ に は 、  ま ず 、

人 間 同 士 が ど の よ う  に 意 図 を 伝 え て い る か を 知 る

必 要 が あ り ま す 。 図 1 に 人 間 が 実 際 の 環 境 で 会 話

す る 状 況 を 示 し ま す 。  意 図 を 伝 え る た め に は 、  ま

ず 、 声 で 言 葉 を 伝 え な く て は な り ま せ ん 。 声 は 、

言 葉 以 外 に も 抑 揚 に よ る 強 調 や 感 情 を 伝 え ま す 。

と は 言 え 、 言 葉 が 最 も 重 要 な 役 割 を 果 た し ま す 。

言 葉 を 聞 き 取 る た め に は 、 図 に 示 す よ う に 、 雑 音

が あ る 環 境 で 遠 く か ら 聞 こ え る 音 を 聞 き 取 る  ( 受

音 ) 機 能 、 話 し 手 の 声 を 話 し 方 に よ ら ず 聞 き 取 る

( 音 声 認 識 ) 機 能 、 同 じ 意 図 で も ぃ ろ い ろ な 表 現 が

あ る 中 で 話 し 手 が 何 を 意 図 し て い る の か を 理 解 す

る ( 音 声 理 解 ) 機 能 、 内 容 に 応 じ た 適 切 な 動 作 を

計 画 す る  ( ア ク シ ョ ン 作 成 ) 機 能 、 そ の 発 話 に 応

じ た 対 話 を す る  ( 対 話 管 理 、 音 声 合 成 ) 機 能 、 発

話 内 容 の 理 解 を 助 け る た め に 顔 や ジ ェ ス チ ャ ー の

情 報 を 利 用 す る  ( マ ル チ モ ー ダ ル 統 合 )  機 能 が 必

要 と な り ま す 。  さ ら に 、 感 情 に 応 じ て 反 応 を 変 え

る ( 感 性 制 御 )  も 必 要 で す 。  こ こ ま で で も 、 現 状

の 技 術 で は ほ と ん ど 人 間 レ ベ ル の 性 能 は 達 成 で き

て い な い の で す が 、  さ ら に 心 が 通 う と な る と 、  ロ

ボ ッ ト が 利 用 者 と 同 じ 生 活 背 景 、 知 識 を 有 し 、 利

図 1  口 ボ ッ  ト に お け る 音 声 言 語 イ ン タ フ ェ 一 スの処理フロ ー
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用 者 の 思 考 パ タ ー ン 、  価 値 観 を 理 解 し 、  わ ず か な

言 葉 か ら 相 手 の 意 図 を 推 測 し て 反 応 す る 必 要 が あ

り 、  人 間 同 士 で も で き な い ぐ ら ぃ 困 難 を 極 め ま す 。

3. 音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所 に お け

る研究

表 1 に 、  ロ ボ ッ ト と の 音 声 イ ン 夕 フ ェ ー ス 技 術

の そ れ ぞ れ の 機 能 と 現 状 の レ ベ ル を 簡 単 に ま と め

ま し た 。  こ れ を 見 て も ゎ か る よ う に 、 現 在 の 技 術

で は 、  話 し 言 葉 の 音 声 に 対 し て の 認 識 は 残 念 な が

ら ま だ 不 十 分 で す 。 そ れ で も 、 現 在 に お け る 人 間

型 で か っ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 重 点 を 置 い た ロ ボ ッ

ト の 研 究 は 、  特 に 日 本 を 中 心 に 進 め ら れ て い ま す 。

知 的 ロ ボ ッ ト の 分 野 で は 、  ま さ に 日 本 が 世 界 を リ ー

ド し て お り 、 す べ て の 技 術 が 日 本 に あ る と 言 つ て

も 過 言 で は あ り ま せ ん 。

当 研 究 所 で は 、  音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

た め の 要 素 技 術 の 研 究 を 進 め て い ま す 。  こ の 技 術

は 、 音 声 翻 訳 の み な ら ず 、 心 を ロ ボ ッ ト と 通 わ せ

る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 な コ ア 技 術 と し て 、

発 展 さ せ て い く こ と が 可 能 で す 。 次 に 、 当 研 究 所

で 現 在 研 究 中 の 技 術 に っ い て 簡 単 に 紹 介 い た し ま

す。

( 1 ) 遠 隔 発 話 受 音 技 術 : マ イ ク 口 ホ ン ア レ ー や 信

号 処 理 技 術 を 用 い て 雑 音 や 残 響 の あ る 音 環 境

で 利 用 者 の 音 声 を 聞 き 分 け ま す 。

( 2 )発話ス夕イルに元買.健な多言語音声認識 : 口 語

調 の 音 声 を 、 発 話 の ス タ イ ル に 頑 健 に 認 識 し

ま す 。  日 本 語 に 加 え 、  英 語 や 中 国 語 の 認 識 も

可 能 に し ま す 。

( 3 ) 音 声 ・ 画 像 統 合 に よ る 発 話 検 出 、 認 識 技 術 :
音 響 信 号 に 加 え て 、  発 話 時 の 顔 画 像 を 用 い て 、

表 1  音 声 イ ン タ フ ェ 一 ス 技 術 の 現 状

項目 状況

多数のマイクロホン素子を利用するマイク口オ、ンアレ

一 信号処理、適応フィルタ ーによる雑音抑圧などの研

究。 多数の素子を利用すれば受音性能自体は人間より
優 れ る 場 合 も あ る 。

受音

協力的な読み上げ音声であれば大語彙でも認識可能だ

が、雜音がある状況での、発声スタイル変形を含む自

発的な話し言葉の場合、 大幅に性能劣化する。

音声中からの音色による粗な情報による大まかな認識

の研究。 対話に生かすレぺルには至つてぃない。

音声認識

感情理解

音声理解
非常に限られた用途でのみ可能。 一般の口ポッ ト タ ス
クに必要な音声、意図理解はこれから。

・対話生成:特定場面なら可能だが、 時々刻々場面が
変 わ り 得 る 場 合 、 一般の場面には、困難

・音声合成:音質は自然性を培したが、対話における

会話調の音声合成はこれから。

・Action生成:場面に特化したもののみ。音声、ジェス
チャ ー などを統合した形で管理するものはこれから。

Action生成

発 話 検 出 を 行 い ま す 。  ま た 、  読 唇 技 術 を 合 わ

せ る こ と で 、 高 雑 音 環 境 下 の 音 声 認 識 性 能 を

改 善 し ま す 。

( 4 ) 発 話 理 解 技 術 : 発 話 内 容 の 文 章 の 話 題 を 同 定

し、 利 用 者 の 意 図 を 理 解 し ま す 。

( 5 ) ア ク シ ョ ン 生 成 技 術 : 対 話 ル ー ル を 自 動 的 に

獲 得 す る こ と に よ り 、  ア ク シ ョ ン 生 成 を 行 い

ま す 。 ア ク シ ョ ン 生 成 と し て は 、 音 声 対 話 の

対 話 戦 略 に 基 づ く 、 音 声 合 成 用 の 質 問 文 、 確

認文、 回答文生成を行います。

( 6 ) 音 声 合 成 技 術 : 言 葉 に よ る イ ン タ フ ェ ー ス の

ア ク シ ョ ン と し て 、  自 然 性 の 高 い 会 話 音 声 の

合 成 を 行 い ま す 。

( 7 ) 音 声 に 同 期 し た 顔 画 像 生 成 技 術 : 生 成 さ れ た

音 声 と 同 期 し た 自 然 な 発 話 顔 の 生 成 を 行 い ま

す。

ロ ボ ッ ト と の 音 声 イ ン 夕 フ ェ ー ス と し て は 、 発

話 内 容 の 理 解 の 部 分 に 加 え て 、  ア ク シ ョ ン 生 成 、

よ り 高 精 度 な 音 声 認 識 、 感 情 認 識 、  な ど な ど 、  こ

れ か ら の 研 究 が 必 要 な も の ば か り と い え ま し ょ う 。

さ ら に 、 心 を 通 わ せ る た め の 、  ロ ボ ッ ト と 利 用 者

の 相 互 理 解 の た め に は 、  今後、 よ り 精 力 的 な 研 究

が 必 要 に な る と 思 わ れ ま す 。

4 .  お わ り に

最 後 に 、 人 間 は ど の よ う な ロ ボ ッ ト を 必 要 と し

て い る の で し ょ う か 。 介 護 ロ ボ ッ ト 、 話 し 相 手 ロ

ボ ッ ト 、 命 令 通 り 動 作 す る ロ ボ ッ ト な ど が 代 表 的

で す が 、  こ れ ら は 、  す べ て 近 未 来 の 社 会 に 必 要 と

な る も の ば か り と 言 え ま す 。 過 度 な 知 性 が 危 険 で

あ る こ と は 明 ら か で す が 、 現 在 の ロ ボ ッ ト は 人 間

と の イ ン 夕 フ ェ ー ス と い う 意 味 で は ま っ た く 不 十

分 で あ り 、  ま さ に 、  こ れ か ら の 研 究 が 必 要 な 分 野

で あ る と 言 え ま す 。
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サ イバー・ロー デン ト

一自己保 存 し 自己複 製 す るロボ ッ  トー

1. 口 ボ ッ  ト に と っ て 感 情 と は

人 の 感 情 を 理 解 し 表 現 で き る ロ ボ ッ ト を っ く る

こ と は ロ ボ ッ ト 研 究 の 大 き な 夢 で す 。 そ の 実 現 に

向 け て 、 人 間 の 表 情 の パ タ ー ン 認 識 の 研 究 や 、  ま

ゆ や 口 元 を 微 妙 に 動 か す ロ ボ ッ ト の 開 発 も 進 ん で

い ま す 。  し か し 人 間 の 感 情 認 知 や 表 現 の 規 則 を 同

定 し 、 そ れ を 忠 実 に プ ロ グ ラ ム 化 す る こ と に よ っ

て 、 人 と 同 じ 感 情 を 持 つ ロ ボ ッ ト が で き る で し ょ

う か ?  私 た ち は 感 情 と 言 え ば 、  まず人々の多彩

な 表 情 や 声 色 、 あ る い は 胸 が ジ ー ン と す る よ う な

主 観 的 な 体 験 を 思 い 浮 か べ ま す が 、  感 情 と は 人 生

を 複 雑 で ド ラ マ テ ィ ッ ク な も の に す る た め に 人 間

に 与 え ら れ た 特 権 な の で し ょ う か ?

よ り 生 物 学 的 観 点 か ら は 、 感 情 と ぃ う も の は 、

生 物 の 生 物 た る べ き 基 本 条 件 で あ る 、  自 己 保 存 と

自 己 複 製 と い う 性 質 を 満 た す た め の 適 応 機 構 と し

て 捉 る こ と が で き ま す 。 飢 え 、 渇 き 、 痛 み な ど の

強 い 感 情 を 伴 う 感 覚 は 個 体 の 自 己 保 存 を 促 し 、  性

欲 、  愛 情 や 悲 哀 は 遺 伝 子 を 共 有 す る 個 体 を 増 や し

保 護 す る 結 果 を 生 み ま す 。  人 間 界 に は 社 会 的 認 知

や 金 銭 欲 、 好 奇 心 や 冒 険 心 な ど 、  よ り 高 次 な 欲 求

や 感 情 が 渦 巻 い て い ま す が 、  こ れ ら も 元 を た だ せ

ば 自 己 保 存 と 自 己 複 製 に 根 ざ し た 基 本 的 な 欲 求 や

感 情 か ら 派 生 し た も の と み る こ と が で き ま す 。

2. ネ ズ ミ 型 口 ボ ッ ト 群 : サ イ バー ・口一デント

そ こ で 私 た ち は 、  自 己 保 存 と 自 己 複 製 と い う 、

生 物 と 同 じ 普 遍 的 な 要 請 の も と で 学 習 し 進 化 す る

ロ ボ ッ ト 群 、 C y b e r R o d e n t ( サ イ バー ・ ロ ー デ ン ト )

を 開 発 し ま し た  ( 図 1 ) 。 ロ ー デ ン ト と は ネ ズ ミ な

図 1  サ イ バー ・ 口 一 デ ン ト と 電 池 パ ッ ク

12 ATR Journa1 49号 SPRING 2003

人間情報科学研究所

銅 谷  賢 治 *

* 科 学 技 術 振 興 事 業 団 cR EsT 「脳 を 創 る」 研 究 チー ム 代 表

ど 審 歯 類 の 総 称 で あ  り 、  そ の 情 動 行 動 と 月凶 機 構 に

関 し て は 、 実 験 心 理 学 か ら 神 経 回 路 、 遺 伝 子 ま で

多 く の 研 究 の 蓄 積 が あ り ま す 。  目 標 は ラ ッ ト や マ

ウ ス と 同 じ 環 境 で の 行 動 実 験 に 使 え る も の で し た

が 、  現 モ デ ル は 技 術 的 な 理 由 で 体 長 2 2 c m 、  体 重

1.5 k g ほ ど で 、 ネ ズ ミ と し て は ち ょ っ と 大 き め で す 。

自 己 保 存 の 条 件 は 、 電 池 パ ッ ク を 探 索 し て 自 己

充 電 す る こ と で 実 現 さ れ ま す 。  自 己 複 製 を ハ ー ド

ウ ェ ア で 実 現 す る こ と は 難 し ぃ の で す が 、 同一ハー

ド ウ ェ ア の 個 体 間 で プ ロ グ ラ ム を コ ピ ー し 合 う こ

と に よ り 、  ソ フ ト 的 な 複 製 が 可 能 で す 。

サ イ バ ー ・ ロ ー デ ン ト は 、 感 覚 系 と し て は 広 視

野 カ メ ラ 、 前 方 距 離 セ ン サ 、 体 の 周 囲 の 赤 外 近 接

セ ン サ 、  ジ ャ イ ロ と 加 速 度 セ ン サ を 持 ち 、 運 動 系

と し て は 2 輪 の モ 一 夕 一 と 、 電 池 パ ッ ク を 捉 え る

電 磁 ラ ッ チ 機 構 を 持 つ て い ま す ( 図 2 ) 。 そ の 脳 に

あ た る C P U に は sH-4 R Isc チ ッ プ と 画 像 処 理 用

F P G A を 備 え 、 通 信 系 と し て は 3 色 L E D 、 ス ピ ー カ 、

ス テ レ オ マ イ ク 、  プ ロ グ ラ ム 交 配 用 の 赤 外 通 信 ポー

ト を 持 ち 、  オ ン ボー ド で の 行 動 制 御 と 学 習 、 進 化

が 可 能 で す 。  さ ら に 開 発 用 Pc と の 接 続 用 の 無 線

L A N と U S B の ポ ー ト を 持 ち 、 Pc 上 で は 実 際 の セ

ン サ や モ ー タ ー の 特 性 を 模 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

が 可 能 で す 。

赤外通信ポー ト スピ一力 マ イ ク  3色LED

図 2  サ イ バー ・ ロ ー デ ン ト の メ カ 構 成



3. サ イ バー ・口一デ ン ト の 学 習 と 進 化

人 の 行 動 や 性 格 が ど こ ま で 遺 伝 的 に 支 配 さ れ 、

ど れ だ け 環 境 に 応 じ た 学 習 で 変 化 す る の か は よ く

議 論 さ れ る 点 で す 。  し か し 学 習 の 可 能 性 は 遺 伝 的

な 特 性 に 依 存 し 、  ま た 遺 伝 子 も 学 習 の 結 果 次 第 で

選 択 を 受 け る と い う 相 互 依 存 の 関 係 に あ り ま す 。 サ

イ バー ・ ロ ー デ ン ト は 、 学 習 と 進 化 の 協 調 機 構 を

調 べ る た め に も う っ て っ け の 実 験 系 で す 。  も ち ろ

ん 、  非 常 に 多 数 の 個 体 が 長 い 年 月 を か け て 行 つ た

進 化 を 実 験 室 で 再 現 す る の は 容 易 で は あ り ま せ ん

が 、 計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を う ま く 組 み 合 わ せ

る こ と に よ り 、 脳 と 行 動 の 進 化 の 片 鱗 を う か が う

こ と は 可 能 で す 。

こ こ で 、 電 池 パ ッ ク の 捕 獲 行 動 の 学 習 と 、 学 習 系

の進化の実験にっい て 紹 介 し ま し よ う 。 サ イ バー ・

ロ ー デ ン ト は 、  フ イ ー ル ド 内 に ラ ン ダ ム に 置 か れ

た 電 池 パ ッ ク を 捕 獲 し 充 電 す る と 報 酬 を 受 け ま す 。

各 個 体 は 、  視 覚 セ ン サ や 近 接 セ ン サ の 入 力 に 応 じ

て 、  ど う ぃ う 出 力 指 令 を モ ー タ ー に 送 る と よ り 確

実 に 報 酬 が 得 ら れ る か を 、  初 め は ラ ン ダ ム に い ろ

い ろ な 出 力 を 試 し な が ら 学 習 し ま す 。

各 個 体 の 学 習 の 性 能 は 、 探 索 の ラ ン ダ ム さ や 、

一回 の 経 験 で ど れ だ け 記 憶 を 書 き 換 え る か と い う

学 習 の 速 度 係 数 に 依 存 し ま す 。  学 習 の 進 み 方 を 決

め る こ う し た パ ラ メ ー タ は 、 個 体 ご と に 「遺 伝 子」
に よ っ て 決 め ら れ て い ま す 。  一定 の 学 習 期 間 の 後 、

各 個 体 が ど れ だ け 電 池 パ ッ ク を 獲 得 し た か に 応 じ

て 「適 応 度」 を 計 り 、 適 応 度 の 高 い も の ほ ど 次 の

世 代 に 多 く 遺 伝 子 を 残 す 、  と い う こ と を 繰 り 返 す

と ど う な る で し ょ う か ?  学 習 期 間 の 長 さ や 電 池

パ ッ ク の 分 布 密 度 を 変 え て 学 習 と 進 化 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン を 行 つ た 結 果 、 行 動 の ラ ン ダ ム さ や 記 憶 の

書 き 換 え の ス ピ ー ド が 、  異 な る 環 境 の 特 性 に 応 じ

て 選 択 さ れ て い ま し た 。  そ し て 進 化 の 結 果 得 ら れ

た 学 習 系 の 特 性 は 、 実 際 の ハ ー ド ウ ェ ア 実 験 で も

良 好 な 学 習 特 性 を 示 し ま し た  ( 図 3 ) 。

図 3  電 池 パ ッ ク 捕 獲 行 動 の 学 習 実 験

4. サ イ バー ・ 口一デ ン ト か ら 心 の 理 解へ
こ の よ う な ロ ボ ッ ト が 近 い 将 来 、 お 掃 除 ロ ボ ッ

ト や 介 護 ロ ボ ッ ト と し て 役 に 立 つ 、  と い う 目 算 は

特 に あ り ま せ ん 。  ロ ボ ッ ト が 自 分 で 学 習 し 進 化 す

る 姿 を 、 盆 栽 を 育 て る よ う に 楽 し め る マ ニ ア は 現

れ る か も し れ ま せ ん が 。 サ イ バ ー ・ ロ ー デ ン ト で

わ れ わ れ が 目 指 し て い る の は 、  人 間 を 含 む 生 物 の

「心」、 「感 情」 と い っ た も の が い か に 進 化 し 機 能 し

て い る の か を 理 解 す る こ と で す 。  そ れ は 長 い 目 で

見 れ ば 、 人 の 心 を 理 解 す る ロ ボ ッ ト 開 発 の 基 盤 を

与 え る も の に な る で し ょ う 。

単 に 人 間 に プ ロ グ ラ ム さ れ た 通 り に 正 確 に 動 く

べ き ロ ボ ッ ト に は 、 感 情 の よ う な も の を 持 つ 可 能

性 も 必 然 性 も あ り ま せ ん 。  ロ ボ ッ ト が 自 ら 高 度 な

学 習 機 能 を 持 ち 、  そ の 成 否 に よ っ て 自 ら の 電 源 が

切 ら れ る か ど う か 、  あ る い は 同 モ デ ル の 生 産 が 打

ち 切 ら れ る か ど う か と い う 瀬 戸 際 に 立 た さ れ た 時 、

初 め て ロ ボ ッ ト 自 身 に 感 情 の よ う な も の が 芽 生 え

る 可 能 性 が 現 れ る の で は な い で し ょ う か 。

今 後 、 全 て の 知 能 ロ ボ ッ ト が 無 線 イ ン 夕 一 ネ ッ

ト 接 続 さ れ る の は 必 至 で す 。 そ の イ ン 夕 一 ネ ッ ト

直 結 状 態 の 脳 で は 、  テ レ パ シ ー 、 脳 移 植 、  ク ロ ー

ニ ン グ な ど 、  生 身 の 人 間 で は 技 術 的 に も 倫 理 的 に

も 不 可 能 な こ と が 容 易 に 可 能 に な る で し ょ う 。 そ

の よ う な 条 件 下 の ロ ボ ッ ト が ど ん な 新 し い 可 能 性

を 持 ち 、  ま た 危 険 性 を 持 ち 得 る の か 、 単 に sF 的 思

考 実 験 で は な く 現 実 的 に 評 価 す る こ と も 、  わ れ わ

れ 研 究 者 の 重 要 な 使 命 で し ょ う 。
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「A T R パ ー ト ナ 一 制 度」 は 、  当 社 が 実 施 す る 研 究 活 動 に 対 し て 、  多 く の 関 連 す る 企 業 様 に 積 極 的 に 参 加

し て い た だ く こ と に よ り 、 成 果 展 開 ま で を 視 野 に 入 れ た 研 究 活 動 を 、  さ ら に 活 性 化 さ せ る こ と を 目 的 と し

て 平 成 1 4 年 度 ( 2 0 0 2 年 度 )  ょ り 発 足 い た し ま し た 。

こ の 制 度 で は 、 参 加 を 希 望 さ れ る 企 業 様 は 、  ま ず 、 パー ト ナ ー と し て 登 録 し て い た だ く こ と に な り ま す 。

参 加 し て い た だ い た 企 業 様 は 、  公 的 資 金 あ る い は A T R の 独 自 資 金 に よ る 研 究 活 動 や 研 究 成 果 の 展 開 活 動 に

参 加 す る 権 利 、  お よ び 研 究 活 動 を 通 じ て 得 ら れ た 知 的 財 産 権 の 実 施 に っ い て 優 先 的 な 権 利 を 得 る こ と が で

き ま す 。 ま た 、  こ の 制 度 に お き ま し て は 、 研 究 活 動 の は じ め か ら 参 加 登 録 し て い た だ ぃ た 企 業 様 が 、 技 術

移 転 、  研究成果の展開活動への参加などにっい て 、  後 か ら 参 加 す る 企 業 様 と 比 べ て 有 利 と な る 仕 組 み と な っ

て お り ま す 。

平 成 1 4 年 度 に は 、 2 7 社 の 企 業 様 が 、 そ れ ぞ れ の 得 意 分 野 プ ロ ジ ェ ク ト に 応 募 さ れ ま し た 。 こ の た び 、 平

成 1 5 年 度 会 員 を 募 集 い た し ま す 。  是 非 、  設 立 の 主 旨 を ご 理 解 い た だ き ま し て 、  ご 入 会 し て い た だ き ま す ょ

う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

「ATRパー ト ナ一制度」 の平 成  l 5 年 度 入 会のご 案 内

一 技 術 リエソン会 員  ( T L 会 員 )  の追 加一

〈
-
．-

技

，
ぺンイジ

実用化共同研究

[成果展開部門]

技 術 リ ェ ソ ン セ ン タ  酒 見  弘 人

事
メ リ ッ ト

l 公開前の特許実施許諾等の優先的技術移転

知的財産権等の技術移転費からの割引

成果展開活動への優先的参加

成果展開活動の立ち上げへの要望

技術移転・成果展開活動に資する要望

-
/

[研究開発部門]

プログラムA -[ ;:;:;1:2

プログ ー ム B .j プロシ'ク ト b・
フ プロジ・ク ト・2

知的財産権等に関する情報の公開前優先入手

研究員の派適

研究の進め方についての要望

新規プロジェクトの策定についての要望

ま た 、  こ の 制 度 に 付 帯 し て 、  平 成 1 5 年 度 よ  り 新

規 に 「技 術 リ ェ ソ ' ン 会 員」 ( T L 会 員 )  も 募 集 す る

こ と に な り ま し た 。  T L 会 員 は 、 会 員 に 加 入 登 録 す

れ ば 、 A T R に 帰 属 す る 知 的 財 産 権 等 ( 特 許 ・ 著 作

物 や 学 術 論 文 等 )  に 関 す る 情 報 を 優 先 的 に 得 る こ

と が で き 、 か っ 、 早 期 に 技 術 移 転 の 機 会 を 得 る こ

と が で き ま す 。

な お 、  詳 し く は ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www.atr.c o . j p / ) で ご 案 内 し て お り ま す 。

A T R は 、  電 気 通 信 分 野 に お け る 基 礎 的 ・ 独 創 的

研 究 を 「通 信 ・ 放 送 機 構」 ( T A 〇 ) 等 の 協 力 の も と

に 進 め て お り ま す 。 研 究 成 果 は 、 必 ず や 皆 様 の お

役 に 立 つ も の と 確 信 し て お り ま す 。 是 非 、  ご 参 加

く だ さ ぃ ま す ょ う 、  よ ろ し く ぉ 願 い 申 し 上 げ ま す 。
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登録

技 術 リ ェ ソン会員 ( T  L会員) の追加
T L会員追加の趣旨

パー トナ一制度を充実、研究成果の情報発信機能を強化
技 術 リ ェ ゾン活動の総合的・統一的展開・研究成果を幅広く技術移転 (情報開示、技術相談、 ライセンス契約)

T L会員の骨子

会員一①一般T L会員 (企業会員) :年会費 1 0 万 円

( 但 し 、  「パー ト ナー」 ・株主は、無料登録が可能)
②特別T L会員(非企業会員) 年会費 5万円

特典一①A T R研究成果の早期情報提供
②A T R研究成果の早期技術移転

<注>ライセンス契約の割引、実用化共同研究の実施やジョイントぺンチャ ー

の立上げ等に関する優遇・・・別途 「パー トナ 一登録」 が必要
想定スケジュ ー ル
①H15年度の加入登録案内 : H 1 5 年 3 月 ̃ 6 月
②情報提供などの本格スタ ー ト : H 1 5 年 4 月



特許紹介

$ 注 日 特 許 $
企 画 部  知 的 所 有 権 管 理 担 当

荒 木  晃司

日本特許第2996952号 「学 習 制 御 方 法 お よ び 学 習 制 御 装 置」
出 願 日 : 1 9 9 8 年 7 月 1 7 日

発 明 者 : 川 人 光 男  ダ=工 ル ウ ォ ル パー ト 春野雅彦

[発明の概要]

こ の 発 明 は 、  非 線 形 性 や 非 定 常 性 な ど を 有 す る 制 御 対 象 を 、  学 習 に よ り 日 標 と す る 時 間 軌 道 に 沿 つ て 制

御 す る 学 習 制 御 方 法 を 提 案 し て い ま す 。  運 動 指 令 が 与 え ら れ た と き 、  制 御 対 象 の 状 態 を 予 測 す る 順 モ デ ル

と 運 動 指 令 を 推 定 す る 逆 モ デ ル と を 対 と し て 設 け た 制 御 モ ジ ュ ー ル を 有 し 、  推 定 し た 状 態 予 測 と 実 際 の 状

態 と を 比 較 し て 順 モ デ ル の 予 測 誤 差 を 計 算 し 、  そ の 予 測 誤 差 の 良 好 な 順 モ デ ル に 大 き な 責 任 信 号 を 与 え る

と 共 に 、  こ の 責 任 信 号 で 重 み 付 け し て 逆 モ デ ル か ら の 出 力 を 線 形 加 算 し た 前 向 き 運 動 信 号 と フ イ ー ド バ ッ

ク 運 動 指 令 信 号 と を 加 算 し て 制 御 対 象 を 制 御 す る 制 御 信 号 を 作 つ て い ま す 。

[ 期 待 さ れ る 効 果 ]

こ の 発 明 は 、 動 く 物 体 の す べ て に 利 用 で き ま す 。 身 の 周 り の 多 く の 製 品 、 器 具 、 中 で も ェ レ ベ ー タ 、  ロ

ボ ッ ト 、  自動車のェ ン ジ ン や ブ レ ー キ な ど は 好 適 な 適 用 対 象 に な り ま す 。 例 え ば ェ レ ベ ー タ な ら 、 動 き は

じ め と 止 ま る と き に 通 常 急 激 な 加 速 度 が 発 生 し ま す が 、  こ の 技 術 を 採 用 す れ ば 、  加 速 度 は 人 体 に 感 じ な い

程 度 に 穏 や か に な り 、 オ ー バー シュ ー ト も な く 滑 ら か な 動 き が 保 証 さ れ ま す 。 ま た 車 の 場 合 に は 、 ブ レ ー

キ に よ る 制 動 や 道 路 の 凹 凸 な ど の 外 乱 が あ っ て も 、  そ れ ら に 影 響 さ れ な い 良 い 乗 り 心 地 が 保 証 さ れ ま す 。

日 本 特 許 第 3 1 9 0 9 0 9 号  「知 能 口 ボ ッ  ト」
出 願 日 : 1 9 9 9 年 1 0 月 2 9 日

発明者 : 坂 本 彰 司  岡 田 美 智 男

[発明の概要]

こ の 発 明 は 、 感 情 表 現 が で き る よ う に し た 知 能 ロ ボ ッ ト を 提 供 す る も の で す 。 ロ ボ ッ ト の 表 面 に 多 数 の

接 触 セ ン サ ー を 配 す る と 共 に 外 部 を 撮 影 す る カ メ ラ を 内 蔵 し て お り 、 セ ン サ ー に 接 触 さ れ た 場 合 と か 、  カ

メ ラ で 人 物 を 認 識 し た り し た 場 合 に 、 そ の 触 ら れ た 個 所 と か 、 認 識 し た 人 物 に 応 じ て 、 首 を 縦 振 り し た り 、

横 振 り し た り し て 好 き 嫌 い の 感 情 を 表 現 し ま す 。

[ 期 待 さ れ る 効 果 ]

こ の 発 明 に よ れ ば 、  首 の 縦 振 り 、 横 振 り の 動 作 で 好 き 嫌 い の 表 現 が で き ま す の で 、  簡 単 な 構 成 で あ る に

も 拘 わ ら ず 、 ぺ ッ ト ロ ボ ッ ト や 癒 し 系 の ロ ボ ッ ト と し て 実 用 化 が 期 待 で き ま す 。

米 国 特 許 公 開 U S 2 0 0 2 / 0 1 9 8 6 2 6 A 1  (登録手続中) 「コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 口 ボ ッ  ト」
出 願 日 : 2 0 0 1 年 6 月 2 1 日

発 明 者 : 今 井 倫 太  石 黒  浩 小 野 哲 雄  前田武志 神田崇行

[発明の概要]

こ の 発 明 は 、 人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 似 た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 得 よ う と す る ロ ボ ッ ト を 提 案

し て い ま す 。  ロ ボ ッ ト 本 体 に は 肩 関 節 を 介 し て 取 り 付 け ら れ た 可 動 腕 と 、  首 関 節 を 介 し て 取 り 付 け ら れ た

頭 部 と 、  声 を 発 す る ス ピ ー カ と が 設 け ら れ て い て 、  ス ピ ー カ か ら 人 に 対 し て 何 か の 行 為 を 要 求 す る 声 を 発

し た り 、  可 動 腕 や 頭 部 を 動 か し て 人 に 行 為 を 促 す 動 作 を 行 な い ま す 。

[ 期 待 さ れ る 効 果 ]

こ の 発 明 に よ れ ば 、  ロ ボ ッ ト か ら 人 に 対 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン す る よ う に 働 き 掛 け す る こ と が で き ま

す 。 例 え ば 可 動 腕 を 広 げ て 「ダ ッ コ し て」 と 発 声 し た り 、 頭 部 を 斜 め 上 方 向 に ま げ て 「キ ス し て」 と 発 声

し て ロ ボ ッ ト 側 か ら 人 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン し よ う と 働 き 掛 け ま す の で 、 人 と ロ ボ ッ ト と の 間 で も 人 間 同

士 の よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 得 ら れ ま す 。

〇

〇

〇

〇
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音 声 言 語コミュニケ ーショ ン研究所

音 声 言 語 コ  ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所 は 、  音 声 翻 訳 研 究 の 国 際 的 な 研 究 協 力 の 枠 組 で あ る 音 声 翻 訳 国 際 研

究 コ ン ソ ー シ ア ム C - S T A R  I I I  (the Consortium for Speech Translation Advanced Research) を 主 導 し 、  国 際 的 な

協 調 の も と 、  多 言 語 音 声 翻 訳 の 研 究 を 行 な っ て お り ま す 。 本 コ ン ソ ー シ ア ム に は 、 現 在 、 米 cM U 、 伊

I Tc/IRsT 、 独 ヵ ー ル ス ル ー エ 大 、 韓 E T R I 、  中 C A S 、 仏 C L I Ps が 参 加 し て お り ま す 。 現 在 、  コ ン ソ ー シ ア ム

の パー ト ナ ー が お 互 い に 協 調 し て 音 声 翻 訳 研 究 が 進 め ら れ る よ う に 、  同 じ タ ス ク に 関 す る 多 言 語 コ ー パ ス

を 共 同 で 作 成 し 、  多 言 語 間 の 翻 訳 を 可 能 に す る と と も に 、  お 互 い の 研 究 成 果 を 比 較 議 論 で き る 体 制 作 り を

計 画 し て き ま し た 。 従 来 、 A T R が 作 成 し た 約 1 6 万 文 の 旅 行 会 話 の 日 英 対 訳 コ ー パ ス を 、 そ れ ぞ れ の パー ト

ナ ー が こ の 対 訳 コ ー パ ス の 英 語 部 分 か ら 母 国 語 も し く は パー ト ナ ー が 必 要 と す る 言 語 に 翻 訳 す る 作 業 を 進

め て き ま し た が 、 幾 つ か の 言 語 に っい て は 翻 訳 作 業 が 終 了 し ま し た 。 今 般 、 A T R は パー ト ナ ー が こ の コ ー

パ ス の 最 新 版 に 容 易 に ア ク セ ス で き る よ う に 、 A T R 内 に 多 言 語 コ ー パ ス サ イ ト を 立 ち 上 げ ま し た 。 す べ て

の 言 語 が 揃 う と 、 音 声 翻 訳 の た め の 最 大 規 模 の 多 言 語 コ ー パ ス が 構 築 で き ま す 。  こ の コ ー パ ス は 多 数 の 言

語 間 で 文 単 位 で 対 応 が と ら れ て い る と い う 極 め て 貴 重 な 研 究 資 源 と な り ま す 。  こ れ か ら も 、 本 多 言 語 コ ー

パ ス を 最 大 限 活 用 し て パー ト ナ ー と 協 力 し な が ら 、 音 声 翻 訳 研 究 を 推 進 し て い き ま す 。

C-STAR川の参加機関

人間情報科学研究所

C-S T A R  III の 多 言 語コーパスサ イ ト を 立 ち 上 げ

C- S T A R 会 議 の 様 子  ( 平 成 1 4 年 1 2 月

音 声 言 語 学 習 機 構 プ ロ ジ ェ ク  ト で は 、  主 に 外 国 語 の 音 声 言 語 習 得 の 研 究 を 行 つ て い ま す 。  そ し て 研 究 を

進 め る た め に 作 成 し て い る シ ス テ ム が A T R  C A L L ( A T R  Computer Assisted Language Learning S y s t e m ) で す 。

児 童 か ら 高 齢 者 ま で 幅 広 い 年 齢 の 方 々 を 対 象 と し た 外 国 語 学 習 実 験 シ ス テ ム で 、  学 校 内 L A N 環 境 で の 使 用

に も 対 応 し て い ま す 。 そ こ で 、  こ の シ ス テ ム の 一 部 を C D-R 〇 M 付 き 書 籍 と し て 出 版 し た り 、  イ ン タ ー ネ ッ

ト 上 に 学 習 用 の w e b ペー ジ を 公 開 す る な ど 、  一 般 の 方 の 語 学 学 習 に も 役 立 て て い た だ ぃ て い ま す 。

■ A T R  CALL (英語学習システム) の展示
● 全 国 マ ル チ メ デ ィ ア 祭 2 0 0 2 i n お か や ま ( 総 務 省 ブー ス)

平 成 1 4 年 ( 2 0 0 2 年 )  1 1 月 1 5 -1 7 日 に 倉 敷 市 で 開 催 さ

れ た 「全 国 マ ル チ メ デ ィ ア 祭 i n お か や ま」 の 総 務 省 ブー

ス に A T R  C A L L を 出 展 し ま し た 。 来 場 者 が 1 1 万 人 を 越

す と い う 大 盛 況 の 中 、 W e b 版 A T R  C A L L を 用 い 、 1 2 台

の ク ラ イ ァ ン ト マ シ ン に て 、 英 語 の 音 の き き と り 、  リ ズ

ム 知 覚 、 単 語 学 習 な ど を 体 験 し て い た だ き ま し た 。 子 供

か ら 高 齢 の 方 ま で 多 く の 方 が チ ャ レ ン ジ し て く だ さ い ま

し た 。

◇ ◇ A T R  C A L L と は ◇ ◇

【 マ ル チ メ デ ィ ア 禁 i n お か や ま A T R  CALL展示ブー ス
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知能口ボティクス研究所

ATR CALL Pocket P C 版

● け い は ん な ぺ ン チ ャ ー フェ ア 2 0 0 3

平 成 1 5 年  ( 2003年)  2 月 1 2 日 に 、  け ぃ は ん な プ ラ ザ で 開 催 さ れ た  「け ぃ は ん な べ ン チ ャ ー フ ェ ア 2 0 0 3」
で の 技 術 展 示 会 に A T R  C A L L を 出 展 し ま し た 。  来 場 者 数 は 1 0 0 0 人 を 超 え 、  技 術 展 示 会 に は 約 5 0 0 名 が 訪 れ

ま し た 。  A T R  C A L L で は C D-R 〇 M や P o c k e t  P C の シ ス テ ム を 展 示 し ま し た が 、  特 に W i n d o w s C E 上 で 動 作 す

るPocke t  Pc版 に 注 目 さ れ る 方 が 多 か っ た よ う で す 。

■ A T R  CALL を 用 い た セ ミ ナー

● Super  Science Seminar (http://wwwitblpg.apr.jaeri.go.jp/itblpg/)

セ ミ ナ ー の 風 景

〇

〇

〇

〇

知 能 口 ボ テ ィ  ク ス研 究 所のご 紹 介

知 能 ロ ポ テ ィ ク ス 研 究 所 は A T R で は 五 番 目 の 研 究 所 と し て 、  平 成 1 4 年  (2002年) 1 0 月 1 日 に 開 所 し ま し

た 。 人 間 と ロ ボ ッ ト が 共 存 す る 社 会 の 実 現 を 目 指 し 、 人 と コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を 円 滑 に す る パー ト ナ ー ・ ロ ボ ッ ト と し て 、  人 型 ロ ボ ッ

ト で あ る R o b o v i e ( ロ ボ ビ ー ) 、 人 工 物 ロ ボ ッ ト  ( ム ー ソ シ ア ) 、 ぬ

い ぐ る み ロ ボ ッ ト な ど を 開 発 し て い ま す 。  ま た 、  こ れ ま で の ロ ボ ッ

ト の 概 念 を 拡 張 し て 、 パー ト ナ ー ・ ロ ボ ッ ト と 環 境 に 埋 め 込 ま れ た

セ ン サ や ウ ェ ア ラ ブ ル ・ セ ン サ の 情 報 を 統 合 す る こ と に よ っ て 、  日

常 活 動 の 手 助 け を す る 新 し ぃ ロ ボ ッ ト 環 境 ( 「ネ ッ ト ヮ ー ク ・ ロ ボ ッ

ト 」 と 呼 ぶ )  の 研 究 も 、  メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所 と も 連 携 し て 進 め

て い ま す 。  さ ら に 、 医 療 機 関 と 連 携 し て 、 看 護 師 の 医 療 行 為 履 歴 を

記 録 ・ 分 析 し 、  ヒ ヤ リ ハ ツ ト 防 止 な ど に 役 立 て る 知 識 を 構 築 す る

Eー ナ イ チ ン ゲー ル ・ プ ロ ジ ェ ク ト な ど を 進 め て い ま す 。
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ATR CALLの画面】

日本原子力研究所 計 算 科 学 技 術 推 進

セ ン タ ー ( け ぃ は ん な 学 研 都 市 ) で は 、

Super Science Seminar (S -cube) と 呼 ば

れ る 中 高 生 を 対 象 と し た 先 端 科 学 体 験

セ ミ ナ ー を 平 成 1 4 年 ( 2 0 0 2 年 )  1 0 月 よ

り 平 日 放 課 後 に 定 期 的 に 開 催 さ れ て い

ま す 。  そ の シ リ ー ズ の 1 2 回 目  ( 平 成 1 5

年 2 月 1 2 日 )  に 「言 葉 の 不 思 議 コ ン

ピュ ー タ を 使 つ た 英 語 学 習 法 一」 と い

う 題 名 で 、 A T R C A L L を 用 い た セ ミ ナ ー

を 行 い ま し た 。 中 学 ・ 高 校 の 行 事 と 重

な っ た た め 、  参 加 者 は 小 学 生 が 中 心 で

し た が 、  音 声 分 析 な ど の 体 験 に よ る こ と ば の 仕 組 み の 学 習 と 、  A T R  cA L L を 使 つ た 英 語 学 習 を 体 験 し て い た

だ き ま し た 。 英 語 を 全 く 学 習 し た こ と の な い 子 供 た ち も 、  ド リ ル 形 式 で 問 題 ( 音 声 ) が 出 題 さ れ 、 成 績 が 上

昇 し て い く の が 一 目 で わ か る A T R C A L L に す っ か り  「は ま っ て」 い ま し た 。

■ A T R  C A L L の オ ン ラ イ ン I D 販 売 中

英 語 音 韻 ( R と L 、 B と V 、 S と T H 、 母 音 の 区 別 )  の リ ス ニ ン グ 学 習 を W e b ブ ラ ウ ザ を 使 用 し 、  オ ン ラ イ ン

で 実 施 し て い た だ け ま す 。  I D 使 用 料 は 3 ケ 月1000円で、 講 談 社 B 〇 〇 K 倶 楽 部 に て 販 売 中 で す 。

(http://www .bookclu b.kodansha.co.jp/books/bluebacks/atrcal1.html)



〇

〇

〇

〇

平 成 1 4 年 7 月  1 日 か ら 平 成 1 5 年 3 月 3 1  日 ま で の 採 用 お よ び 退 職 は 以 下 の と お り で す 。

採用年月日 A T R 所 属 氏 名 出 向 元 等

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2002 . 7. 1

2002 .7. 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 1

2 0 0 2 . 7 . 8

2 0 0 2 . 7 . 8

2002 . 7 . 1 5

2002. 7. 23

2 0 0 2 . 8 . 1

2 0 0 2 . 8 . 1

2 0 0 2 . 8 . 1

2002 . 8 . 1

2 0 0 2 . 8 . 1 5

2 0 0 2 . 9 . 1

2 0 0 2 . 9 . 1

2 0 0 2 . 9 . 1

2 0 0 2 . 9 . 1 8

2002 . 9. 25

2002. 1 0 . 1

2002 .10. 1

2 0 0 2 . 1 0 . 1

2 0 0 2 . 1 0 . 1

2002 . 1 0 . 1

2 0 0 2 . 1 0 . 1

2002 . 1 0 . 1

2002 . 1 0 . 1

2 0 0 2 . 1 0 . 1

2002. 1 0 . 1

2002. 1 0 . 1

2 0 0 2 . 1 0 . 7

2 0 0 2 . 1 0 . 1 5

2 0 0 2 . 1 0 . 2 2

2002 . 10 . 23

2002 . 1 0 . 2 4

2002 .11 . 1

2 0 0 2 . 1 1 . 1

2 0 0 2 . 1 1 . 1

2 0 0 2 . 1 1 . 1

2 0 0 2 . 1 2 . 1

2 0 0 3 . 2 . 1

2 0 0 3 . 2 . 1

2 0 0 3 . 2 . 1

2 0 0 3 . 2 . 1

2003 . 2 . 14

退職年月日

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研究員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研究員

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  第一研究室長

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  研究員

人 間 情 報 科 学 研 究 所  研 究 員

人 間 情 報 科 学 研 究 所  研 究 員

知 能 ロ ボ テ ィ ク ス 研 究 所  第 一 研 究 室 長

知 能 ロ ボ テ ィ ク ス 研 究 所  研究員

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所 研 究 員

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所  研究員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研究員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研究員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研究員

人間情報科学研究所 研 究 員

人 間 情 報 科 学 研 究 所  研究員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研究員

人間情報科学研究所 研究員

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所  研究員

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  研究員

人間情報科学研究所 研究員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研究員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研 究 員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研 究 員

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  研究員

人間情報科学研究所 研究員

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所  研究員

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所  研究員

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所  研究員

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所  研究員

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所  研 究 員

知 能 ロ ボ テ ィ ク ス 研 究 所  主任研究員

人 間 情 報 科 学 研 究 所  研究員

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  研究員

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  研究員

人間情報科学研究所 研 究 員

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  研究員

企 画 部  担 当 部 長 / 技 術 リ ェ ゾ ン セ ン 夕 担 当 部 長

経 理 部

人 間 情 報 科 学 研 究 所  研 究 員

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所  研究員

人 間 情 報 科 学 研 究 所  研究員

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  研究員

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所  技 術 員

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所  研究員

技 術 リ ェ ゾ ン セ ン 夕  次 長

人間情報科学研究所 研 究 員

中 岩 浩 已

黒 岩 眞 吾

田 中 信 介

田 中 啓 貴

TANEV, I v a n

LEE,Seung-Ik

小 暮 潔

宮 下 敬 宏

DHARMARASU,Ne th a j i

GASKETT,Christopher
C〇E,Brian

deS ILVA. Gamhewage Chaminda

新 美 康 永

松 原 茂 樹

黒 橋 禎 夫

遠 藤 玄

松 崎 周 一

福 島 孝 博

字 和 伸 明

桑 原 教 彰

HUNZ IKER ,Thomas

UDE ,A l e s

堀 内 俊 治

松 田 繁 樹

山 口 辰 彦

荒 牧 英 治

T IAN ,Ya j i e

中 原 淳

岩 澤 昭 一 郎

吉 田 俊 介

FAY,N ico l a s

原 田 な を み

阿 部 明 典

VIGNALI ,Gu i l l aume

澤 谷 琢 磨

W A N G , T e-Sheng

J〇ZAN,Gregoire

YAHCH〇UCHI,Nad ine

鈴 木 栄 久

本 田 稔

藤 原 義 久

CHI-H〇,Chan

戸 田 マ ル テ ィ ヌ

青 野 智 之

HANNA,Bre t t

須 佐 見 意 史

多 田 順 次

GURBUZ ,S ab r i

NTT

徳 島 大 学

K D D I

シ ャ ー プ

sP I総合計画工業株式会社

Yonsei University
N T T

和歌山大学

豊田工業大学

Toyoya CentralResearch and D eve1opmentLabs

順 天 堂 大 学 医 学 部 第 一 生 理

NationalUniversity o f  Singapore

名古屋大学

東京大学

ソ ニ 一 株 式 会 社

会 津 大 学 コ ン ピ ュ 一 夕 理 工 学 研 究 科

追手門大学

三洋電機株式会社

住友電気工業(本第

ETH Zurich

Jozef Stefan Institute

長 岡 技 術 科 学 大 学

北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学

徳 島 大 学

束京大学

京 都 大 学 大 学 院 情 報 学 研 究 科

C S K

通信放送機構

通信放送機構

University of  Glasgow

University o f  Cali fornia
NTT

Institut Nationaldes Telecommunications

村 田 製 作 所

University of  Shef f ie ld

ENST (CNRS ,Pa r i s )

Institut Nationaldes Telecommunications

三菱電機

N T T

C R L

University of Hong Kong

パ リ 第 3 大 学

三菱電機

Grif f i th University

通信放送機構

シ ャ ー プ

Clemson University

転 出 先  l 氏 名  A T R 所 属

2002 . 7 . 2 3

2 0 0 2 . 7 . 3 1

2002 . 8 . 1 4

2002 . 9 . 3 0

N H K  西 脇 正 通  音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

松 下 通 信 工 業 ( 後 名 称 変 更 あ り 、 現 在 パ ナ ソ ニ ツ ク モ バ イ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ )l 程 俊 ( C H E N G , J u n )  l 適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

Ins l i l u te forNeura l computation YA〇,Kaisheng 音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

旭 化 成  谷 智 洋  音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所
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20
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2

2
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2

2

20
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受 賞 等

愛知県立大学

N T T

文部科学省統計計算開発セン夕一

NationalUniversity o f  Singapore

さ く ら ケ ー ・ シ ー ・ エ ス

浜 松 ホ ト ニ ク ス

三菱電機

N T T

NTT

N T T

N T T

エ ー ア イ

長崎純心大学

デ ン ソ ー

N T T

N T T

M ア ド バ ン ス テ ク ノ ロ ジ

沖電気工業

M ア ド バ ン ス テ ク ノ ロ ジ

N T T

Jozef Stefan Institute

順 天 堂 大 学 医 学 部 第 一 生 理

Universityof British Columbia

京都大学大学院情報学研

ナ ナ オ

イ ー ・ エー ・ ユ一株式会社

情報科学芸術大学院大学

情 報 科 学 芸 術 大 学 院 大

奈良先端科学技術大学院大

陸 金 林  ( 金 森 康 和

木 挽 真

松 井 知 子

上 田 達 也

deS「LVA,Gamhewage

桐 本 直 樹

安 藤 太 郎

橋 口 正 哉

若 嶋 和 政

西 田 義 一

泉 田 浩 志

熊 谷 真

吉 田 大 介

金 城 由 美 子

浅 見 克 志

斎 藤 茂

種 田 和 正

堀 沢 伸 吾

門 洋 一イ中村周一

安 藤 篤 也

U D E. Ales

R〇THWELL,Amanda

COE,Brian

E.V.Bateson

角 康 之

出 山 敦 祥

中 尾 惠 子

S〇MMERER,Cr is ta

MIGN〇NNEAU,Laurent

野 口 広 彰

音声言語コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ  ン 研 究 所

経 理 部

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

人間情報科学研究所

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

経 理 部 会 計 - 資金担当

経理部収支 - 購 買 担 当

企 画 部

企 画 部

技 術 リ ェ ゾ ン セ ン タ

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

適 応 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所

人間情報科学研究所

人間情報科学研究所

人間情報科学研究所

人 間 情 報 科 学 研 究 所

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所

年 月 学 会 ・ 賞 名 等 受 賞 者 受 賞 対 象

大須 理英子
Etienne Burdet

David W.Frank l in

Theodore E .M i l n e r

「中 枢 神 経 は 最 適 な イ  ンピ ー ダ ン ス を

学 習 し 巧 み に 不 安 定 な 環 境 を 安 定 化 さ

せ る」
2 0 0 2 / 9 / 2 0

日 本 神 経 回 路 学 会

「日 本 神 経 回 路 学 会 研 究 賞」

2 0 0 2 / 9 / 2 0
日 本 神 経 回 路 学 会

「奨 励 賞」
仁 科  繁 明

「 奧 行 き 補 完 の 時 空 間 特 性 の 理 論 的 解

析」

2 0 0 2 / 1 0 / 2 3
情 報 技 術 フ  ォ ー ラ ム 推 進 委 員 会

「FIT論文賞」
下 畑  光夫

隅 田  英 一 郎
「用例翻訳のための同義表現同定」

人 工 生 命 と ロ ボ テ ィ ッ ク ス 分 野 で の 優

れた研究活動

Intemat ionalSymposium on  Art i f i c ia lL i fe

and Robot ics (AR〇B)

AROB Academic Achievement Award

社 団 法 人  情 報 処 理 学 会

「イ ン タ ラ ク シ ョ ン 2 0 0 3

べ ス ト イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 発 表 賞」

2 0 0 3 / 1 / 2 5 下 原  勝 意

吉 田  俊 介

柿 田  充弘

野 間  春 生

鉄 谷  信 二

「Proactive Desk :力覚提示が可能なデス

ク ト ッ プ 操 作 環 境」

「屋 内 マ ル チ パ ス 環 境 に お け る ェ ス パ

アンテナ適応動作の基礎検討」
「 エ ス パ ア ン テ ナ の リ ア ク タ ン ス ド メ

イ ン に よ る 空 間 相 関 の 提 案」

2 0 0 3 / 2 / 2 8

2 0 0 3 / 3 / 2 0
電 子 情 報 通 信 学 会

「学 術 奨 励 賞」
平 田  明 史

※ 詳 細 に っい て は  http://www.atr.co.jp/Journa1/index.htm1 を 参 照 願 い ま す 。
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編 集 後 記

2 0 0 3 年 4 月 7 日 が 、  鉄 腕 ア ト ム の 誕 生 日 だ と ぃ う こ と で 、  こ れ ま で は あ ま り 興

味 が 無 か っ た 人 も 含 め て ロ ボ ッ ト へ の 関 心 が 高 く な っ て い ま す 。  特 に 、  4 0 年 前

に テ レ ビ の 前 に 座 り 込 ん で 目 を 輝 か せ な が ら 鉄 腕 ア ト ム を 見 て い た 世 代 と 、 失 わ

れ た 1 0 年 以 降 の 元 気 の 無 い 日 本 を 何 と か し た い と 社 会 の 中 心 で 頑 張 つ て い る

( 悩 ん で い る )  世 代 が 重 な る た め か 、  ロ ボ ッ  ト 技 術 に 対 す る 熱 い 期 待 は 産 官 学 あ

げ て の 凄 い 勢 い で す 。

言 う ま で も な く 、 今 、 注 目 さ れ て い る ロ ボ ッ ト は 、  こ れ ま で 日 本 が 世 界 を 席 巻

し た 工 業 用 ロ ボ ッ ト で は な く 、 人 間 に 近 い 身 体 と 知 能 を 持 つ た 自 立 ロ ボ ッ ト が そ

の対象です。 い よ い よ 、 A T R の 出 番 で す 。 事 実 、  こ の と こ ろ 様 々 な 方 面 か ら ロ

ボ ッ ト 技 術 に 関 し て A T R に 声 が か か っ て い ま す 。  A T R が 創 立 以 来 推 進 し て き た 、

人 間 科 学 、 視 聴 覚 技 術 、  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 科 学 等 に 関 す る 研 究 の 成 果 は 、  ど れ

も 、 知 能 ロ ボ ッ ト の 実 現 に 必 須 な 技 術 で す 。 社 会 で 本 当 に 役 に 立 つ ロ ボ ッ ト を 実

現 す る た め に は 、  ま だ ま だ 、 技 術 的 に も 道 の り は 長 い よ う に 思 い ま す が 、 A T R

は 必 ず や 大 き な 貢 献 が で き る と 考 え て い ま す 。

A T R か ら 天 馬 博 士 、  御 茶 ノ 水 博 士 が 出 る 予 感 が し ま す 。

企 画 部  西 田 安 秀

編 集 長 : 西 田

編 集 委 員 : 泉 田

高 橋

編 集 ス 夕 ツ フ : 岡 留

安秀

浩 志 、 岡 留  剛 、 門 田  牧 子 、 熊 谷

真 知 、 宮 本  安 隆 、 吉 原  齋 、 若 井

剛 、 門 田  牧 子 、 高 橋  真 知 、 宮 本

真 、 酒 見

浩

安 隆

弘 人 、

ATR J o u r n a l 第 4 9 号  2 0 0 3 年 4 月 1 日 発 行

● 発 行 ・ 編 集

● 製

● 定

作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒 6 1 9-0288

「け ぃ は ん な 学 研 都 市」 光 台 二 丁 目 2 番 地 2

(京都府相楽郡精華町)

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 ( 大 代 表 )

学 会 セ ン タ 一 関 西

8 0 0 円 ( 消 費 税 込 み )

ご 購 読 を ご 希 望 の 方 は 、  (財) 日 本 学 会 事 務 セ ン 夕 一 o-pub1@bcasj.or.jpへお 申 込 み 下 さ い。
本 誌 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。
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国際電気通信基礎技術研究所のご紹介

国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所 は 電 気 通 信 分 野 に

お け る 基 礎 的 ・ 独 創 的 研 究 の 一 大 拠 点 と し て 内 外

に 開 か れ た 研 究 所 を 設 立 す る 構 想 の も と に 産 ・

学 ・ 官 の 幅 広 い ご 支 援 を い た だ き 昭 和 6 1 年  (1986

年 ) 3 月 に 設 立 い た し ま し た 。

大 阪 市 内 で の 3 年 間 の 暫 定 研 究 所 を 経 て 、  平 成

元年 ( 1 9 8 9 年 )  4 月 関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 の 中 核

的 施 設 と し て 本 研 究 所 を 開 所 い た し ま し た 。

発 足 以 来 、 基 盤 技 術 研 究 促 進 セ ン タ ー ( K Tc) お

よ び 多 く の 民 間 企 業 か ら 各 研 究 開 発 会 社への出資

に 支 え ら れ て 研 究 活 動 を 行 つ て き ま し た 。

平 成 1 3 年 度  ( 2 0 0 1年度)  下 期 か ら は 通 信 ・ 放 送

機 構 ( T A 〇 ) に 新 設 さ れ た 通 信 ・ 放送基盤技術に関す

る 試 験 研 究 の 促 進 制 度 に 基 づ く 委 託 研 究 等 に よ り

研 究 資 金 を 得 て 、  2 1 世 紀 を 拓 く 電 気 通 信 分 野 の 基

礎 的 独 創 的 研 究 開 発 を 積 極 的 に 推 進 し て い ま す 。

民
間
企
業
等

ATR

研究プ口シェクト- 音声言語コミュニケーション研究所

n 天. 適応 コミュニケ ー シ ョ ン 研 究 所研九委託
人 間 情 報 科 学 研 究 所

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所

知 能 口 ポ テ ィ ク ス 研 究 所

論文

発表

官

◆成果

- 1 、、・ 1 、
1

特 許 1 ソ フ ト ウェア データペース

AT R ホ ームペー ジ

http:// w ww.atr.co.jp

お 役 に 立 つ 様 々 な 情 報 を 公 開 し て い ま す 。

今 後 も 随 時 拡 充 し て い き ま す の で 、  皆 様 の ァ ク セ ス を お 待 ち し て お り ま す 。

一
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〇

〇

〇

ATR ジャ ーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込

口テクニカルレポ ー ト購入申込
【テクニカルレポ ー ト 番号 : T R -  

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 8 3
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡

口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

口人事異動

口住所変更

口その他

フ リ ガ ナ

お 名 前

付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジ ャ ー ナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付下さい,

●送付先変更以外にっい て は 、  変更後の擱に必要事項をご記入願います,
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